
至池袋
外堀通り 鎌倉橋

首都高速都心環状線

至渋谷

KDDI

通信総合
博物館

神田橋出口

大手町ビル

大手町
野村ビル

アーバンネット
大手町ビル

パレスホテル
東京

経団連会館

三井生命

三井住友
銀行JFE

三菱東京
UFJ銀行

至中野

至水天宮

至西船橋

至高島平・至綾瀬 至上野

至新宿

東西線

半蔵門線

至日比谷 至品川

読売新聞

丸の内北口
八重洲口新丸ビル

丸ビル

大手町

大手町

P

大
手
町

東
京
メ
ト
ロ
東
京
駅

大
手
町

千
代
田
線

丸
ノ
内
線

都
営
三
田
線

日
比
谷
通
り

JR 

東
京
駅

大
手
町

丸の内オアゾ
丸ノ内ホテル

一方通行

一方通行
永代通り

大手町
サンケイ
プラザ

P

■地下鉄／丸ノ内線・半蔵門線
　　　　　千代田線・東西線
　　　　　都営三田線
　　　　　大手町駅下車A4
　　　　　E1出口直結
■ J    R ／東京駅丸の内北口より
　　　　　徒歩7分

４1号編集スタッフ
○編　　集／
　安藤　茂克（60回）
○広　　告／
　橋本　裕子（60回）
　白畑　優（60回）
　菊池　佐恵（56回）
○問い合せ先／
　瀬尾　亜希子（65回）
　akiko@mokuren.gr.jp

山形県立酒田中学校・酒田第一高等学校・酒田高等学校・酒田東高等学校

ＴＯＫＹＯ｠ＫＩＪＯ｠ＴＩＭＥＳ
ＣＯＮＴＥＮＴＳ

我ら幹事年　
小松 高広（５６回）　菊池 佐惠（５６回）　山本 和生（４６回）
酒東偉人伝第５回　中村 恒也　セイコーエプソン（１６回）
同期会エール
Ｕターン奮闘記　和島 経輔（７３回）
令和２年度事業報告、決算・予算案、令和３年度事業計画案、役員案
総会・懇親会のお知らせ　新卒生いらっしゃい ！

12~14

15
16~17
18
19
20

最上の流れにうるほう里の　　学び舎みどりの希望はみちて
明るしや　清けしや　　我らの園　我らの門

あしたに夕べに集う　　手を引き助けて円に睦みて
愛あり仁ある人とならん

ああ見よ鳥海七千餘尺　　虚空に聳ゆる巨人の姿
黙示に学びてわれらの健児　　六百並んで高きに向ふ

２０２１
［Ｎｏ．４１］

41

鈴木興祐（56回）／「HARU」2021年 デザイン・コラージュ

齋藤　汰朗（さいとう　たろう）

早稲田大学　文化構想学部
文化構想学科

先輩、宜しく！
今年の卒業生は97回卒です。
東京へ上京した新卒生。
学年幹事のお二人を紹介します。 

96
回卒！ 新卒生いらっしゃい！

2
3
4~5

6~9

10~11

会長・同窓会長ご挨拶／母校報告　
２０２０年第５５回総会報告
キャリア研修１０年の歩み　
　宮本 健一（６２回）　山本 和生（４６回）　
【特別寄稿】～ポストコロナに向けて～
　評論家　佐高 信（３８回）　俳優　佐藤 輝（３９回）
東日本大震災１０年　池田 明幸（５２回）

TOKYO
KIJO TIME

　新しく東京亀城会に仲間入りができま
したこと、大変喜ばしく感じております。
母校在学中、東京亀城会の皆さんに
は、東京キャリア研修をはじめとして、
様々な面でお世話になりました。母校
に恩返しができるよう、精一杯努めて

参ります。先輩の皆様、どうぞ宜しくお願いいたします。

工藤　乃ノ佳（くどう　ののか）

立教大学　文学部
文学科　文芸・思想専修

　高校生活を様々な面から支えてくださ
った皆さま、本当にありがとうございまし
た。歴史ある東京亀城会の一員となる
ことを誇らしく思います。これから酒田
東高校で学ぶ後輩たちの力になれるよ
う、精一杯努めます。

東京亀城会会報４1号
○発　行／２０21年６月７日
○発行者／元木　徹
○編集人／丸市　豊也
○編集長／瀬尾　亜希子
○印刷所／コマツ・コーポレーション
○発行所／東京亀城会（事務局）
　　　　　東京都足立区綾瀬
　　　　　3－17－10　

編 集 後 記
　会報41号が無事発行となりました。コロナ禍の折、
読みごたえのある原稿や広告が数多く集まりました。
ご協力頂きました各位に心より感謝申し上げます。
　長引くコロナ禍で、たいへんな思いをしていらっしゃ
る方もおられるかもしれませんが、互いにエールを送り
あって参りたいと思います。秋の講演会&トークショー
をお楽しみに！

（瀬尾　亜希子・65回）

当日会場に来られない方は、ウェブ配信でご覧いただけます。配信情報は、ホームページに掲載いたします。

 「
来
年
の
総
会
・
懇
親

会
を
盛
会
に…

」と
会

報
に
書
か
れ
た
の
は
、

昨
年
の
実
行
委
員
長
・

45
回
の
鳥
海
重
年
さ
ん
で
す
。
し
か
し
、

今
年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
株
も

加
わ
り
拡
大
傾
向
、
緊
急
事
態
宣
言
も
延

長
さ
れ
る
状
況
で
す
。
総
会
は
書
面
で
懇

親
会
だ
け
で
も
コ
ロ
ナ
対
策
を
万
全
に
し
て

何
と
か
開
き
た
い
、
と
発
案
さ
れ
た
の
が

今
回
ご
案
内
の「
講
演
会
＆
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

で
す
。
期
せ
ず
し
て
、
講
演
会
は「
６
」の

年
次
か
ら
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は「
５
」の
年
次

か
ら
同
時
提
案
さ
れ
、
そ
れ
を
合
体
さ
せ

た
も
の
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、

収
束
に
た
ど
り
着
く
の
は
何
時
な
の
か
、

先
が
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
来
年
の
懇
親
会

も
こ
の
状
況
下
で
は
ど
う
な
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず
で
き
る
こ
と
は

や
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参
集
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

実
行
委
員
長　

46
回　

杉
本
千
賀
子

で
き
る
こ
と
は
や
り
た
い

令和３年度 東京亀城会特別企画 講演会&トークショー
■日　時／令和３年10月24日（日） 13～16時

ぜひ、同期の皆様の集まる機会にしてください！同期会発足支援金も出ます！

■会　場／大手町サンケイプラザ301～303号室
　　　　       千代田区大手町1-7-2　TEL.03-3273-2258
■会　費／無料（年会費未納の方は年会費をいただきます）
■幹　事／「５」と「６」の年次
　　　　　　（第55回・56回総会・懇親会担当）
■実行委員長／鳥海重年（45回）・杉本千賀子（46回）

●亀寿のお祝い （35回・36回卒の方々）
●「卒業アルバムで振り返る酒東の歴史」　語り・佐々木亜希子（65回  活動写真弁士）
●講演 「幸せを科学的に計測し、人生や企業経営に生かすには」
  　　　  講師：矢野和男氏（53回 ㈱ハピネスププラネット代表取締役ＣＥＯ
　　　　　　　　 （㈱日立製作所フェロー、東京工業大学情報工学院特定教授）

●対談 「エンターテインメントの世界で戦う」
  　　　  アベユーイチ（57回 映画監督）×佐藤涼子（57回 ヴォイストレーナー）

配信に関して

《
イ
ベ
ン
ト
内
容
》

矢野和男氏

佐藤涼子氏

アベユーイチ氏

令和３年度第56回総会の書面開催と秋の特別企画について
　新型コロナウイルス感染の状況を鑑み、本年度の総会も書面開催（葉書あるいはメールによる議決）いたします。また、懇親会は中止とし、秋に特別
企画として「講演会＆トークショー」を開催させていただきます。同封の「議案への賛否回答書」により、令和３年6月26日（土）必着でご回答下さい。議決
結果は、当会ホームページ（http://kijokai.tokyo/）でお知らせいたします。何卒ご理解、ご協力のほど宜しくお願いいたします。
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会
長

コ
ロ
ナ
禍
と
東
京
亀
城
会

　

昨
年
は
、
当
会
創
立
55
周
年
記
念
の
年
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
総
会
を
書
面

開
催
と
し
、
記
念
懇
親
会
は
中
止
し
ま
し
た
。

今
年
も
総
会
を
書
面
開
催
と
し
、
懇
親
会
は

中
止
し
ま
す
が
、
懇
親
会
に
代
え
秋
に
特
別

企
画
と
し
て
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
母

校
卒
業
生
３
名
に
よ
る
講
演
＆
ト
ー
ク
シ
ョ

ー
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
、
母
校
創
立
百
周
年
記
念

の
年
で
し
た
。
当
会
で
は
、
平
成
22
年
に
設

立
の「
母
校
創
立
百
周
年
記
念
事
業
基
金
」は
、

10
年
に
わ
た
る
皆
様
の
御
寄
付
に
よ
り
約

４
２
２
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
昨
年
中
に
記
念
品
寄
贈
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
母
校
の
希
望
も
伺
い
記
念
品

を
検
討
し
た
結
果
、
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
に

両
開
き
の
バ
ッ
ク
幕
と
オ
ー
エ
ス
大
型
電

動
ス
ク
リ
ー
ン
を
寄
贈
す
る
こ
と
と
し
、

そ
れ
を
6
月
の
総
会
に
諮
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
寄
贈
す
る
と
、
平
成
19
年
に
電

動
式
緞
帳（
ス
テ
ー
ジ
引
き
幕
）を
寄
贈
し
ま

し
た
の
で
、
当
会
の
寄
贈
品
3
点
が
体
育
館

ス
テ
ー
ジ
を
飾
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

今
度
の
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
当
会
の
活
動
の

あ
り
方
を
見
直
す
必
要
性
を
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
一
日
も
早
い
収
束
と
皆

様
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
祈
念
致
し
ま
す
。

　

東
京
亀
城
会
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
亀
城

同
窓
会
へ
の
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
多
く
の
卒
業
生
が

夢
と
希
望
を
抱
き
、
進
学
の
為
に
上
京
し
ま

し
た
。
何
卒
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
い
、
終
息
の
兆
し
が
見
え
な
い

中
、
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
貴
会
に
毎
年
お
世
話

に
な
っ
て
い
る「
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
」は
じ
め
、

各
亀
城
会
総
会
等
も
残
念
な
が
ら
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
母
校「
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事

業
」の
記
念
式
典
並
び
に
記
念
講
演
会
は
予

定
通
り
挙
行
し
、
お
陰
様
で
盛
会
裡
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
の
健
康
・

安
全
・
命
を
最
優
先
に
考
え
、
密
を
避
け
規

模
を
縮
小
し
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ

れ
、
記
念
講
演
で
は
元
女
子
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の

有
森
裕
子
氏
か
ら
貴
重
な
お
話
を
頂
き
生
徒

た
ち
は
元
気
と
勇
気
そ
し
て
大
き
な
感
動
を

得
る
こ
と
が
出
来
た
よ
う
で
す
。

　

前
代
未
聞
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
も
あ
り
、

皆
さ
ん
か
ら
ご
出
席
頂
い
て
の
盛
大
な
お
祝
い

が
で
き
ず
責
任
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
ご
協
力
に
対
し
あ
ら
た
め
て
御
礼
申

し
上
げ
、
東
京
亀
城
会
の
益
々
の
ご
隆
盛
と

会
員
各
位
の
ご
健
勝
、
よ
り
一層
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

こ
の
春
、
酒
東
第
21
代
校
長
と
し
て
赴
任

い
た
し
ま
し
た
大
山
と
申
し
ま
す
。
東
京

亀
城
会
の
皆
様
に
は
、
長
年
に
わ
た
り
格

別
の
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
過
日
本
校
は
１
７
１
名
の
新
入
生

を
迎
え
て
今
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

集
合
型
の
行
事
が
軒
並
み
中
止
と
な
っ
た
昨

年
度
で
あ
り
ま
し
た
が
、
創
立
百
周
年
記
念

式
典
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
事
業
は
、
同
窓

生
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
得
て
、
当
初
の
目

的
を
無
事
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
創

立
百
周
年
記
念
誌『
知
情
意
力
』が
入
学
式

前
々
日
の
山
形
新
聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
本

校
百
年
の
歩
み
が
広
く
紹
介
さ
れ
た
こ
と
も
、

誠
に
誇
ら
し
い
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

酒
東
史
に
お
い
て
今
年
は
、
第
二
世
紀
の
実

質
的
な
幕
開
け
と
な
り
ま
す
。
折
し
も
本
校

は
、
悲
願
で
あ
っ
た
文
部
科
学
省
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（SSH

）指
定
を
勝
ち
取

り
、
地
域
と
世
界
を
支
え
る
科
学
技
術
系
人

材
を
生
み
出
す
教
育
に
着
手
し
ま
す
。
学
校

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
随
時
情
報
を
発
信

し
ま
す
の
で
、
諸
先
輩
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
と
も
世
界
に
羽
ば
た
く「SA

K
A
T
O

新
世
紀
」の
船
出
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
岸　

文
章

亀
城
同
窓
会 

会
長

「
１
０
０
周
年
記
念
」

　
　
　
　
　

  

協
力
の
御
礼

大
山　

慎
一

酒
田
東
高
等
学
校 

校
長

「SA
K
A
T
O

新
世
紀
」の

　
　
　
　

 

船
出
に
あ
た
り

会長・同窓会長　　
ご挨拶/母校報告

令和２年度 第55回 総会の報告

　　

昨
年
度
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

東
京
亀
城
会
の
55
年
の
歴
史
上
初
め
て
書
面

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
議
案
は
例
年
同
様
、

事
業
報
告
・
計
画
、
決
算
・
予
算
案
、
人
事

案
で
し
た
。
例
年
と
異
な
る
の
は
、
そ
れ
へ

の
賛
否
を
郵
送
及
び
メ
ー
ル
で
回
答
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
で
す
。
会
員
皆
さ
ま
の
ご
協

力
に
よ
っ
て
、
例
年
の
総
会
よ
り
も
多
い
３
２

９
票
の
賛
否
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内

訳
は
、
全
て
の
議
案
に
賛
成
３
２
２
票
、
反

対（
議
案
指
定
な
し
）１
票
、
賛
成
と
反
対

の
両
方
に
マ
ー
ク
６
票
で
し
た
。
し
た
が
い
ま

し
て
、
全
て
の
議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
総
会
も
、
書
面
開
催
と
す
る

こ
と
が
４
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
ご
協
力
の

ほ
ど
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
総
会
と
同
時
に
開
催
し
て
き
た
懇

親
会
は
、
昨
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

依
然
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
は
続
い
て
い
る
た
め
、
今
年
度
も

懇
親
会
を
中
止
に
す
る
こ
と
が
理
事
会
で
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
、
飲
食
を

伴
わ
な
い
講
演
会
&
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
実
施

を
秋
に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
状
況
に
よ
っ
て
は
、

無
観
客
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
に
よ
る
開

催
も
含
め
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
こ
１
年
ほ
ど
、理
事
会
、執
行
理
事

会
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
駒
込
学
生
寮
の
会

議
室
を
お
借
り
で
き
ず
、
別
の
会
議
室
を

借
り
、
可
能
な
方
に
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
リ
モ
ー
ト

参
加
し
て
い
た
だ
い
て

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
終
息
後

に
、
再
び
皆
さ
ま
と

懇
親
会
で
集
え
る
こ

と
を
心
待
ち
に
し
て

お
り
ま
す
。

（
事
務
局
長　

 

宮
本 

健
一 

62
回
）

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、

　
　

初
の
書
面
開
催
に
な
っ
た
総
会

▲（写真）４月の拡大理事会も、約半数がリモート参加でしたが、皆さんの元気な姿が拝見できました。28回30回の理事も初ZOOM！

■ 

総 

会
表紙作品  
制作者のご紹介
鈴木 興祐（56回）
　Cabinets & Drawers Inc.
代表。
　Torre Lazur McCannの
資本を授権し、薬・医療・患
者さん・企業とのコミュニケー
ションを繋ぐヘルスケアエー
ジェンシーのビジネスディレク
ターとして活動。御茶ノ水美
術学校卒。Medical領域では、
中日新聞広告賞・日本工業新
聞広告賞・日経medical広告
賞受賞。医療従事者の情報
交換・伝達の一助となるよう、
全国ローカルネットワークによる
タスクフォース・KiCsChannel
の展開中。庄内のんめもの
えっぺくてガンバてます。
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キ
ャ
リ
ア
研
修
10
年
の
歩
み

東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修

協
力
秘
話

62
回 

宮
本 

健
一

▲上：佐藤敏先生
　下：真嶋亮子先生

▲皆で協力して清掃しました

▲現地の孤児院の子ども達との交流風景

▲研修が終わって出発前に皆で集合写真（グーサインが山本氏）

▲大量のプラごみ！島の清掃が終わって皆で万歳

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
酒
東
１
年
生
が
行
っ
て

い
る
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
亀
城
会
は
毎
回
、
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
に
協

力
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
き
っ
か
け
は
、
担
当

の
先
生
方
の
熱
い
想
い
へ
の
共
感
で
し
た
。
今
回
、

東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
初
め
て
企
画
し
た
２
人
の

先
生
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
お
話
を
伺
い
、
当
時
を
振
り

返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
東
京
亀
城
会
が
な
ぜ

心
を
動
か
さ
れ
て
協
力
し
た
の
か
、
そ
の
一
端
を

紹
介
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

最
初
に
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
２
０
１
１
年
に

酒
東
で
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
初
め
て
実
施
し
た

佐
藤
敏
先
生（
62
回
／
現
在
、
酒
田
光
陵
高
校
勤

務
）当
時
、
東
京
亀
城
会
は
、
研
修
の
一
コ
マ
の

社
会
人
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
と
の
座
談
会
に
協
力
し
ま
し

た
。

●
な
ぜ
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
を
実
施
し
よ
う
と
思

っ
た
の
で
す
か
？

敏
先
生
：
世
の
中
を
知
ら
な
い
た
め
に
志
を
高
く

持
て
な
い
子
が
い
ま
す
。
例
え
ば
、
東
大
に
入
る

力
が
あ
る
の
に
、「
自
分
な
ん
か
が
東
大
に
」と
思

う
子
が
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
徒
達
に
、
各
界
で
活

躍
す
る
自
分
達
の
先
輩
に
話
を
聞
い
て
、
世
界
に

目
を
向
け
て
視
野
を
拡
大
し
、
大
学
選
択
の
幅
を

広
げ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。

●
生
徒
の「
世
の
中
を
知
ら
な
い
た
め
に
志
を
高

く
持
て
な
い
」傾
向
は
急
に
目
立
っ
て
き
た
の
で

す
か
？

敏
先
生
：
当
時
は
進
学
実
績
が
思
わ
し
く
な
い
こ

と
が
続
い
た
時
期
で
し
た
。
低
学
年
の
う
ち
に
自

分
の
将
来
に
対
す
る
目
標
を
持
て
る
／
持
て
な
い

が
学
習
意
欲
に
関
係
す
る
と
考
え
ま
し
た
。

●
研
修
で
生
徒
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？ 

敏
先
生
：
キ
ャ
リ
ア
研
修
だ
け
の
効
果
で
は
な
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
旧
帝
大
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

生
徒
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
旧
帝
大
は
不

合
格
だ
っ
た
け
れ
ど
、
大
学
院
か
ら
東
北
大
、
筑

波
大
に
行
っ
た
生
徒
も
い
ま
す
。
自
分
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
生
き
方
の
可
能

性
を
見
つ
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

●
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

敏
先
生
：
生
徒
が
自
分
の
将
来
や
生
き
方
を
考
え

る
と
き
、
普
段
は
先
生
や
親
な
ど
の
意
見
し
か
参

考
に
で
き
ま
せ
ん
が
、
先
輩
や
第
三
者
の
意
見
を

参
考
に
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
わ
ざ
わ
ざ
東
京
に

行
く
価
値
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
個
人
的
に
は
、

起
業
家
精
神
を
植
え
付
け
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

り
ま
し
た
。

　

次
に
、
２
０
１
４
年
の
キ
ャ
リ
ア
研
修
で
初
め

て
課
題
研
究
発
表
の
導
入
を
推
進
さ
れ
た
真
嶋
亮

子
先
生（
65
回
／
現
在
、
鶴
岡
南
高
校
勤
務
）に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
課
題
研
究
発
表
と
は
、
生
徒

が
少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
社
会
の
中
の
課

題
を
自
ら
見
つ
け
、
数
カ
月
か
け
て
解
決
策
を
検

討
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
す
。
東
京

亀
城
会
は
社
会
課
題
の
大
枠
の
提
示（
具
体
的
な

課
題
は
生
徒
自
ら
が
設
定
）と
生
徒
の
研
究
発
表

へ
の
コ
メ
ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
講
師
を
派

遣
し
ま
し
た（
２
０
１
４
年
〜
２
０
１
６
年
）。

●
な
ぜ
課
題
研
究
発
表
を
始
め
よ
う
と
思
っ
た
の

で
す
か
？

真
嶋
先
生
：
当
時
、
酒
東
で
卒
業
生
を
何
回
か
送

り
出
し
た
経
験
の
中
で
、
学
習
の
積
み
重
ね
も
大

事
で
す
が
、
そ
れ
と
は
別
の
視
点
を
生
徒
に
持
た

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
時
代
の

流
れ
で
課
題
研
究
の
取
組
み
が
高
校
教
育
に
導
入

さ
れ
始
め
た
頃
で
し
た
。
酒
東
の
生
徒
達
は
、
与

え
ら
れ
た
も
の
だ
け
を
や
る
よ
り
も
、
枠
外
か
ら

色
々
な
も
の
を
持
っ
て
く
る
こ
と
で
、
も
っ
と
可

能
性
を
引
き
出
せ
る
と
思
い
ま
し
た
。

●
東
京
亀
城
会
に
協
力
を
要
請
し
た
理
由
は
？

真
嶋
先
生
：
教
員
に
は
な
い
視
点
か
ら
生
徒
に
考

え
る
き
っ
か
け
を
下
さ
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
の
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
で
、
生
徒
の
み
な
ら

ず
先
生
方
も
東
京
亀
城
会
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
か
ら
良

い
刺
激
を
受
け
た
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
お
力
を

借
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
研
修
で
生
徒
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

真
嶋
先
生
：
た
だ
の
大
人
で
は
な
く
、
自
分
達
の

先
輩
に
発
表
を
聞
い
て
も
ら
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

け
て
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
成
長
し
た
と
思
い

ま
す
。
色
々
な
人
が
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
を
意
識
し
て
、
課
題
研
究
に
取
り
組
む
真
剣

味
が
増
し
ま
し
た
。

●
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

真
嶋
先
生
：
学
校
の
勉
強
は
枠
に
は
め
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
は
可
能
性
を
持

っ
た
存
在
で
す
。
東
京
キ
ャ
リ
ア
研
修
は
自
分
の

可
能
性
に
気
付
く
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

先
輩
の
姿
を
見
て
、「
こ
れ
が
将
来
の
自
分
」と
い

う
見
方
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
勉
強
の

意
味
が
変
わ
り
ま
し
た
。
勉
強
し
て
い
る
こ
と
が
、

自
分
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
世
の
中
の
た
め
に
も

な
る
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

以
上
、
二
人
の
先
生
の
熱
い
想
い
、
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
ま
だ
書
き
足
り
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
い
つ
か
、
お
伝
え
す
る

機
会
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

後
輩
達
か
ら
の
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

元
ウ
エ
カ
ツ
工
業 

マ
レ
ー
シ
ア
社
長 

46
回 

山
本 

和
生

　

２
０
１
９
年
３
月
、
母
校
の
後
輩
達
27
名
が
、

遠
路
遥
々
自
分
が
住
む
マ
レ
ー
シ
ア
北
部
の
田
舎

町
を
訪
ね
て
く
れ
た
。
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
探

求
課
の
１
年
生
達
だ
。
前
年
に
校
長
先
生
と
英
語

の
先
生
が
来
ら
れ
、
探
求
課
の
設
立
趣
旨
や
マ
レ

ー
シ
ア
来
訪
の
目
的
は
お
聞
き
し
て
い
た
の
で
、

生
徒
達
が
色
々
な
事
を
考
え
る
切
っ
掛
け
に
な
れ

ば
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
を
用
意
し
た
。

　

社
命
に
よ
り
自
分
が
マ
レ
ー
シ
ア
に
行
っ
た
の

は
２
０
０
８
年
。
全
く
何
も
な
い
場
所
に
パ
ソ
コ

ン
等
の
記
憶
装
置
で
あ
る
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
部
品
を
製
造

す
る
工
場
を
建
設
し
た
。
働
い
て
い
る
の
は
現
地

社
員
以
外
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
ネ
パ
ー
ル
等
多
く
の
国
々
の
人

達
で
、
文
化
や
宗
教
、
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
、

皆
大
変
仲
良
く
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
会
社
案
内
を
し
た
後
、
生
徒
達
に
10
個
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
与
え
た
。
何
故
こ
の
会
社
が
マ
レ
ー
シ

ア
で
工
場
を
運
営
し
て
い
る
の
か
、
又
、
何
故
会

社
に
は
多
く
の
外
国
人
が
働
い
て
い
る
の
か
等
を

考
え
て
、
後
日
発
表
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

工
場
の
見
学
後
に
は
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
回
り
、

日
本
と
違
う
野
菜
や
果
物
、
魚
等
を
見
つ
け
、
日

本
と
同
じ
物
が
あ
っ
た
時
に
は
値
段
の
差
を
調
べ
、

そ
の
値
段
を
計
算
す
る
為
替
の
妥
当
性
を
考
え
て

も
ら
っ
た
。

　

夜
に
は
、
地
元
の
孤
児
院
の
子
ど
も
達
と
の
交

流
会
を
行
い
、「
花
は
咲
く
」を
日
本
語
で
歌
え
る

よ
う
に
す
る
こ
と
と
、
彼
ら
に
巻
き
寿
司
を
作
っ

て
ご
馳
走
す
る
こ
と
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
し
た
。
事

前
の
心
配
を
よ
そ
に
後
輩
達
は
と
て
も
丁
寧
に
優

し
く
教
え
て
く
れ
て
、
子
ど
も
達
は
大
喜
び
だ
っ

た
。

　

翌
朝
に
は
町
の
沖
合
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
に
散

乱
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
清
掃
を
、
孤
児
院

の
子
ど
も
達
や
、
主
旨
に
賛
同
し
た
地
元
の
大
学

生
達
と
一
緒
に
行
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
は
日
本

初
め
多
く
の
先
進
国
か
ら
大
量
の
廃
プ
ラ
が
持
ち

込
ま
れ
、
環
境
汚
染
が
深
刻
で
あ
る
。
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
島
の
周
囲
の
魚
類
や
そ
れ
を
捕

食
す
る
鳥
、
人
に
与
え
る
影
響
等
の
環
境
問
題
を
、

参
加
し
て
く
れ
た
皆
が
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え

て
欲
し
か
っ
た
。
島
は
す
っ
か
り
綺
麗
に
な
り
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
全
国
版
の
新
聞
に
こ
の
活
動
が
掲

載
さ
れ
、
記
事
に
は「
日
本
の
高
校
生
を
見
習
い

た
い
」と
あ
っ
た
。
今
、
そ
の
島
に
は「
日
本
の
高

校
生
に
よ
っ
て
綺
麗
に
な
っ
た
島
」と
い
う
表
示

板
が
立
っ
て
い
る
。

　

後
日
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
す
る
回
答
の
発
表
会

を
や
る
の
で
東
校
に
来
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
、
50

年
振
り
に
母
校
を
訪
れ
た
。
古
び
た
校
舎
は
す
っ

か
り
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
て
大
変
驚
い
た
が
、
も

っ
と
驚
い
た
の
は
発
表
内
容
の
質
の
高
さ
だ
。
自

分
が
想
像
す
る
以
上
に
色
々
な
事
を
調
査
す
る
と

共
に
、
深
く
考
え
抜
い
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

自
分
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
託
し
た
狙
い
を
、
と
て
も

良
く
理
解
し
て
い
た
と
思
う
。

　

今
回
の
後
輩
達
の
来
訪
で
一
番
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
初
め
て
会
う
孤
児
院
の
子
ど
も
達
に
非
常

に
丁
寧
に
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
こ
と
、
全
て
の

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
こ
と

だ
。
海
外
で
通
用
す
る
人
間
の
育
成
が
、
探
求
課

設
立
目
的
の
一
つ
と
聞
い
た
。
そ
の
定
義
は
色
々

有
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
自
分
は
他
人
の
心
の
痛

み
を
理
解
し
、
弱
い
立
場
の
人
に
寄
り
添
え
る
優

し
さ
と
、
全
て
に
真
剣
に
取
り
組
む
姿
勢
が
人
と

し
て
一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
、
後
輩
達
は
既
に
世
界
に
十
分
通
用
す
る

要
件
を
備
え
て
い
た
気
が
す
る
。
そ
ん
な
素
敵
な

後
輩
達
に
会
え
た
こ
と
は
、
11
年
間
の
任
期
が
終

わ
り
帰
国
す
る
直
前
の
自
分
に
と
っ
て
思
い
が
け

な
い
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
、
一
生
の
思
い
出
に

な
っ
た
。

（
我
ら
幹
事
年
14
頁
に
も
山
本
氏
の
寄
稿
を
掲
載
）
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酒東関東60会

１０月イベント開催予
定！

最終ページをご確認
ください

（昭和60年卒）

080ー3083ー0113白畑　優
090ー1660ー8501安藤茂克

同期のみなさま
コロナ禍の中ストレスの溜まる日々を
お過ごしのことと思います。
今年も総会・懇親会が中止となりました。
そこで１０月に東京亀城会のイベントを
開催します。是非、ご参集ください！

コ
ロ
ナ
と
日
米
中
関
係

評
論
家  

佐
高  
信 
（
38
回
）

　

２
０
１
６
年
1
月
27
日
に
農
協
協
会
が
開

催
し
た
新
春
特
別
講
演
会
で
、
新
自
由
主
義

者
の
竹
中
平
蔵
ら
が
推
進
す
る
T
P
P
に
反

対
す
る
立
場
か
ら
、「
安
倍（
晋
三
）政
権
を
批

判
す
る
」と
い
う
講
演
を
し
て
以
来
、『
農
業

協
同
組
合
新
聞
』が
送
ら
れ
て
く
る
。
そ
の

２
０
２
０
年
４
月
30
日
号
に
農
民
作
家
の
山

下
惣
一
が「
多
極
分
散
国
づ
く
り
を
め
ざ
せ
」

と
提
言
し
て
い
た
。

　

佐
賀
県
在
住
の
山
下
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
騒
動
が「
田
舎
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
」を

教
え
て
く
れ
た
、
と
語
る
。
そ
れ
は「
食
」を

生
産
・
保
有
し
て
い
る
こ
と
の
盤
石
の
強
さ

に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
。
感
染
を
防
ぐ
た
め

に「
密
閉
」「
密
集
」「
密
接
」の
三
密
を
避
け
よ

と
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
都
市

機
能
そ
の
も
の
で
あ
り
、「
そ
ん
な
都
市
で
現

在
よ
り
も
人
と
の
接
触
を
80
％
減
ら
す
な
ど

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
し

出
来
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
で
都
市
は
生
き
残

れ
る
の
か
」と
山
下
は
問
い
か
け
る
。「
都
会
で

は
人
に
会
う
な
と
い
う
が
田
舎
で
は
会
い
た

く
て
も
人
が
い
な
い
の
だ
」と
指
摘
す
る
山

下
は
、「
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
」だ
の「
ク
ラ
ス

タ
ー
」だ
の
と
い
っ
た
耳
慣
れ
な
い
言
葉
が

頻
発
す
る
テ
レ
ビ
を「
ま
る
で
別
の
国
の
放

送
」の
よ
う
に
見
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て

岩
手
県
は
感
染
者
が
２
０
２
０
年
4
月
20
日

時
点
で
ゼ
ロ
な
の
だ
か
ら
、「
早
い
話
が
岩
手

県
み
た
い
に
な
れ
ば
い
い
の
だ
」と
主
張
す

る
。
大
平
正
芳
が
首
相
に
な
っ
て
打
ち
上
げ

た「
田
園
都
市
国
家
構
想
」に
山
下
た
ち
は
熱

い
期
待
を
寄
せ
た
が
、
そ
の
多
極
分
散
型
国

土
形
成
が
改
め
て
見
直
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
な
提
言
だ
ろ
う
。

　

三
元
豚
の
平
田
牧
場
グ
ル
ー
プ
会
長
の
新

田
嘉
一
の
名
を
冠
し
た
酒
田
市
の
新
田
産
業

奨
励
賞
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
記
念
講
演

会
が
毎
年
開
か
れ
、
日
本
総
合
研
究
所
会
長

の
寺
島
実
郎
が
講
演
し
、
そ
の
後
私
と
対
談

す
る
と
い
う
形
が
昨
年
で
9
回
に
な
っ
た
。

寺
島
の
演
題
は「
生
き
残
る
地
域
と
な
る

に
は ―

コ
ロ
ナ
問
題
の
本
質
と
コ
ロ
ナ
を

超
え
る
視
座―

」で
、
そ
の
要
旨
は
12
月

17
日
付
の『
荘
内
日
報
』に
載
っ
て
い
る
。

そ
れ
を
承
け
て
の
対
談
で
私
は
寺
島
に
、

ト
ラ
ン
プ
と
バ
イ
デ
ン
が
火
花
を
散
ら
し

た
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
を
ど
う
受
け

止
め
た
か
と
尋
ね
た
。
そ
れ
に
対
し
て
寺

島
は
、「
民
主
党
の
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
の

『
青
い
ア
メ
リ
カ
』と
共
和
党
の
そ
れ
の

『
赤
い
ア
メ
リ
カ
』に
塗
ら
れ
た
地
図
を
毎

日
の
よ
う
に
見
さ
せ
ら
れ
た
と
思
う
が
、

一
昨
年
、
ア
メ
リ
カ
を
旅
行
し
た
日
本
人

の
9
割
は
、
ハ
ワ
イ
、
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ

ン
は
も
と
よ
り
、
西
海
岸
の
シ
ア
ト
ル
か

ら
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
東
海
岸
の
ボ
ス
ト
ン
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ワ
シ
ン
ト
ン
を
訪
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
全
て
バ
イ
デ
ン
が
勝
っ

て
い
る
州
で
、
日
本
人
は
つ
ま
り
、『
青
い

ア
メ
リ
カ
』し
か
見
て
い
な
い
」と
興
味
深

い
指
摘
を
し
、
こ
の
こ
と
が「
日
本
人
が

米
国
を
考
え
る
時
の
一
つ
の
壁
に
な
っ
て

い
る
」と
問
題
提
起
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
が
７
０
０
０
万
票
あ
ま
り
も

取
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
を

押
し
上
げ
て
い
る
の
は
白
人
票
で
、
そ
の

ホ
ワ
イ
ト
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴
は
「
抑

圧
的
寛
容
」だ
と
寺
島
は
言
う
。「
自
分
が
圧

倒
的
に
優
位
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
時
は

や
た
ら
に
優
し
い
。
自
分
を
凌
駕
す
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
時
は
逆
上
し
、
嫉

妬
心
と
猜
疑
心
に
さ
い
な
ま
れ
る
」の
が
そ

れ
で
あ
る
。
１
９
９
０
年
前
後
の
ジ
ャ
パ

ン
・
バ
ッ
シ
ン
グ
や
、
い
ま
、
中
国
に
向

け
ら
れ
て
い
る
目
線
に
特
徴
的
に
そ
れ
が

出
て
い
る
と
か
。
そ
の
寺
島
の
答
え
を
聞

き
な
が
ら
、
私
は
私
な
り
の
３
つ
の
米
国

観
を
挙
げ
た
。

　

1
つ
は
、
ア
メ
リ
カ
も
老
大
国
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

２
０
１
４
年
に
私
の
母
親
が
97
歳
で
亡
く

な
っ
た
。
そ
の
前
に
父
が
93
歳
で
亡
く
な
っ

て
お
り
、
酒
田
で
行
っ
た
葬
儀
の
喪
主
あ
い

さ
つ
で
、
私
は
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
。
母

は
１
９
１
７
年（
大
正
6
年
）生
ま
れ
で
、
調

べ
て
み
る
と
翌
18
年
生
ま
れ
の
田
中
角
栄
や

中
曽
根
康
弘
よ
り
１
歳
上
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
母
は
誰
と
同
い
年
な
の
か
と
い
う
と
、

な
ん
と
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
と
同
い
年

だ
っ
た
。

　

山
形
県
の
真
室
川
町
釜
渕
に
生
ま
れ
、
酒

田
で
亡
く
な
っ
た
母
親
と
、
凶
弾
に
倒
れ
た

米
国
大
統
領
を
比
較
す
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
同
い
年
は
同
い
年
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ

が
大
統
領
の
時
の
日
本
の
首
相
は
池
田
勇
人

だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
ケ
ネ
デ
ィ
の
方
が
断
然

若
い
。
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
半
世
紀
で
、
そ
れ

が
逆
転
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
と
安
倍
を
比
べ
れ

ば
、
安
倍
の
方
が
ず
っ
と
若
い
の
で
あ
る
。

指
導
者
の
年
齢
と
い
う
観
点
か
ら
み
る
と
、

ア
メ
リ
カ
も
か
な
り
の
老
大
国
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
指
摘
し
た
い
の
は
、
ア
メ
リ
カ
は
工

業
国
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
農
業
大
国
で

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
。
そ
の
た
め
、
農
産
物
輸
出
で
日
本
に
さ

ま
ざ
ま
に
圧
力
を
か
け
る
。
ち
な
み
に
日
本

の
食
料
自
給
率
は
5
割
を
切
っ
て
久
し
い

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
食
糧
自
給
率
が
低
い

国
は
戦
争
を
し
た
が
る
国
と
さ
れ
て
い
る
。

な
く
な
れ
ば
他
国
に
攻
め
入
っ
て
分
捕
っ
て

く
る
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
問
題
を

ど
う
す
る
か
は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
を
ど
う

す
る
か
に
直
結
す
る
。

　

3
つ
目
に
、
寺
島
が
数
字
を
挙
げ
て
解
説

し
た
が
、
日
本
の
対
米
貿
易
は
ど
ん
ど
ん
低

く
な
っ
て
お
り
、
中
国
を
中
心
と
し
た
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
そ
れ
の
方
が
上
ま
わ
っ
て
い

る
。
偏
狭
な
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
乗
っ
て
中

国
や
韓
国
へ
の
敵
対
心
を
増
大
さ
せ
て
い
る

状
況
で
は
な
い
の
で
あ
る
。「
日
米
同
盟
を
基

軸
に
」と
、
タ
カ
派
は
口
癖
の
よ
う
に
言
う

が
、「
日
米
関
係
は
日
中
関
係
で
あ
る
」と
教

え
た
日
本
の
知
性
の
松
本
重
治
の
言
葉
を
繰

り
返
し
思
い
出
す
必
要
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

に
対
し
て
物
を
言
う
よ
う
に
、
中
国
に
対
し

て
も
物
を
言
い
、
中
国
に
対
し
て
物
を
言
う

よ
う
に
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
も
物
を
言
う
外

交
を
、
ど
ん
な
に
厳
し
く
と
も
展
開
す
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
森
喜

朗
に
始
ま
っ
て
、
小
泉
純
一
郎
か
ら
安
倍
に

続
く
自
民
党
タ
カ
派
の
清
和
会
政
権
は
ア
メ

リ
カ
追
従
で
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
、
ご
無

理
ご
も
っ
と
も
と
し
か
言
わ
な
い
。
た
と
え

ば
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
唯
一
の
被
爆
国
の

日
本
が
入
ら
な
い
。
こ
れ
も
ア
メ
リ
カ
に
遠

慮
し
て
だ
が
、
対
人
地
雷
禁
止
条
約
は
ア
メ

リ
カ
が
参
加
し
て
い
な
い
の
に
、
当
時
の
外

務
大
臣
の
小
淵
恵
三
が
こ
れ
を
推
進
し
た
。

だ
か
ら
、
や
る
気
に
な
れ
ば
、
や
れ
る
の

で
あ
る
。
私
と
同
じ
年
に
同
じ
大
学
を
卒

業
し
た
小
泉
が
、
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
際

に
プ
レ
ス
リ
ー
の
マ
ネ
を
し
て
世
界
に
恥

を
さ
ら
し
た
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
で

は
こ
の
国
の
将
来
を
あ
や
ま
る
。

　

コ
ロ
ナ
は
中
国
に
始
ま
っ
て
、
と
り
わ
け

ア
メ
リ
カ
で
流
行
し
た
。
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ

で
も
中
国
で
も
な
い
道
を
日
本
が
選
択
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え
て
い
る
。

　

故
郷
の
誇
る
べ
き
先
輩
、
土
門
拳
や
藤
沢

周
平
の
反
骨
精
神
に
学
ん
で
、
私
も
そ
れ
を

模
索
し
て
い
き
た
い
。

〜 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
① 

〜

特
稿
別寄

終
わ
り
が
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

私
た
ち
は
コ
ロ
ナ
と
ど
う
向
か
い
合
っ
て
い
く
べ
き
か
。

酒
田
東
高
校
を
代
表
す
る
二
人
の
有
識
者
に

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
そ
の
思
い
を
綴
っ
て
も
ら
っ
た
。

佐高 信（さたか まこと）
１９４５酒田市生まれ。酒田一中から酒田東高へ。
高校時代は卓球部に所属。
慶応義塾大学法学部卒後、高校教師、経済誌編集者を
経て評論家に。東北公益文科大学客員教授。
「朝まで生テレビ」「サンデーモーニング」などテレビ、ラジオ、
YouTubeなど様 な々メディアで活躍。
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今
年
俳
優
人
生
56
年
、
と
言
う
と
こ
ろ
だ

が
、
悔
し
い
こ
と
に
こ
こ
1
年
以
上
は
俳
優

の
仕
事
が
で
き
な
い
で
い
る
。
俳
優
は
役
者
、

役
を
演
ず
る
者
。

　
コ
ロ
ナ
の
霧
に
包
ま
れ
た
地
球
。
こ
の
間
に

も
歴
史
は
動
い
て
い
る
。
霧
が
晴
れ
た
時
、

現
れ
る
地
球
の
姿
は
？　

そ
の
時
創
る
べ
き

表
現
は
？　

俳
優
人
生
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
た
。

　

舞
台
は
演
ず
る
者
と
見
る
客
が
時
間
空

間
を
共
有
し
な
が
ら
成
立
つ
生
も
の
。
俳
優

の
瞬
間
の
息
遣
い
や
わ
ず
か
な
心
の
動
き
、

存
在
そ
の
も
の
が
表
現
と
な
る
作
り
置
き
が

で
き
な
い
世
界
。
会
場
の
感
染
対
策
に
決
め

手
が
見
つ
か
ら
な
い
上
に
、
入
場
制
限
50
％

の
中
小
劇
場
公
演
や
無
観
客
公
演
で
は
と
て

も
公
演
と
し
て
成
立
た
な
い
。

　

昨
年
10
月
に
東
京
で
公
演
を
す
る
と
仮

チ
ラ
シ
の
配
布
を
始
め
、
構
成
演
出
者
と
し

て
準
備
を
進
め
て
き
た『
春
秋
山
伏
記
』プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
舞
台
公
演
も
、
苦
渋
の
末
に
止
む

無
く
延
期
を
決
め
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
江
戸
時
代
後
期
庄
内
の
農
村
で
暮
ら

す
人
々
の
生
活
を
藤
沢
周
平
さ
ん
が
特
に
庄

内
弁
に
こ
だ
わ
っ
て
描
い
た
時
代
小
説「
春
秋

山
伏
記
」に
共
感
し
た
庄
内
出
身
の
俳
優
が

集
ま
っ
て
、
作
品
に
描
か
れ
た
世
界
を
語
り

継
ぎ
継
続
し
て
東
京
か
ら
レ
ベ
ル
高
く
広
く

発
信
し
て
い
こ
う
と
言
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
庄

内
出
身
の
演
劇
人
が
横
に
連
携
し
、
こ
う
し

た
形
で
協
力
し
合
う
企
画
は
こ
れ
が
初
め
て
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
俳
優
は
酒
東
出
身
の

山
本
与
志
恵
さ
ん（
劇
団
青
年
座
）、
大
場

圭
祐
さ
ん（
演
技
集
団 

朗
）を
含
め
た
6
人
。

　

藤
沢
周
平
事
務
所
、
出
羽
三
山
神
社
な

ど
多
く
の
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

全
編
上
演
を
目
指
し
て
い
る
。
今
は
コ
ロ
ナ

後
公
演
に
備
え
て「
毎
日
が
初
日
」。
見
通
し

が
立
っ
て
早
く
み
ん
な
と
稽
古
に
入
り
た
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
更
に
発
展
さ
せ
た
い
。

　

長
い
俳
優
人
生
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
酒

東
卒
業
時
か
ら
続
く
励
ま
し
と
、
舞
台
へ
の

拍
手
。
母
校
の
恩
師
も
在
校
の
後
輩
も
、

酒
田
は
も
と
よ
り
全
国
各
地
で
同
期
の
仲
間

や
先
輩
た
ち
が
駆
け
つ
け
て
は
熱
く
応
援
し

支
え
て
く
れ
た
。
今
も
続
い
て
い
る
。

　

酒
中
先
輩
で
余
目
町
出
身
の
演
劇
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
阿
部
義
弘
さ
ん
に
は
俳
優
を
志

し
た
時
か
ら
教
え
を
請
い
、
劇
団
の
こ
と
や

ア
ル
バ
イ
ト
先
、
独
立
し
て
劇
団
動
物
園
を

創
っ
た
時
に
は
事
務
所
の
庇
を
貸
し
て
も
ら

う
な
ど
細
か
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
忘
れ
ら

れ
な
い
大
恩
人
。
清
水
の
次
郎
長
役
で
出
演

し
た
井
上
ひ
さ
し
作『
天
保
十
二
年
の
シ
ェ
イ

ク
ス
ピ
ア
』の
初
演
、
74
年
1
月
西
武
劇
場

公
演
を
制
作
し
た
の
は
阿
部
義
弘
さ
ん
。
そ

の
助
手
と
し
て
支
え
た
の
が
、
後
に
別
役
実

作
品
を
連
続
公
演
し
て
知
ら
れ
る
木
山
事

務
所
の
主
宰
者
、
酒
東
の
先
輩
木
山
潔
さ
ん
。

　

最
初
の
劇
団
研
究
生
時
代
、
顔
を
会
わ
せ

れ
ば「
目
が
死
ん
で
い
る
」、
台
詞
を
言
え
ば

「
訛
っ
て
い
る
」と
若
い
演
出
家
に
言
わ
れ
続

け
て
自
信
を
失
い
か
け
て
い
た
時
、
特
別
講

師
と
し
て
や
っ
て
き
た
演
出
家
の
関
矢
幸
雄

さ
ん
が
僕
の
演
技
を
見
て「
君
、
面
白
い
ね
」

と
評
価
し
て
く
れ
た
。
そ
の
一
言
は
ま
さ
に

地
獄
に
仏
。
存
在
を
認
め
て
く
れ
る
プ
ロ
が

こ
の
世
界
に
は
い
る
と
、
進
む
べ
き
道
を
再
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
関
矢
さ
ん
は『
マ
イ
・

フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
』『
屋
根
の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
弾
き
』な
ど
で
大
活
躍
の
振
付
演
出
家

だ
っ
た
。
66
年
7
月
、
関
矢
さ
ん
が
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
舞
台
稽
古
に
誘
っ
て
く
れ
た
。
こ

の『
心
を
繋
ぐ
六
ペ
ン
ス
』は
僕
が
人
生
で
初

め
て
見
た
舞
台
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
そ
の
迫

力
は
衝
撃
だ
っ
た
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演

奏
、
歌
踊
り
が
次
々
と
続
き
、
テ
ン
ポ
良
く

大
掛
か
り
な
舞
台
が
進
行
す
る
。
バ
ン
ジ
ョ
ー

を
弾
き
歌
い
踊
っ
て
い
る
の
は
市
川
染
五
郎
と

い
う
歌
舞
伎
役
者
だ
と
言
う
。
信
じ
ら
れ
な

か
っ
た
。
と
て
も
真
似
の
で
き
な
い
、
縁
の

無
い
世
界
だ
と
思
っ
た
。

　

そ
う
思
っ
て
い
た
の
に
３
年
後
、
心
機
一
転

し
て
入
り
直
し
た
劇
団
俳
優
小
劇
場
に
演
出

家
と
し
て
籍
を
置
く
関
矢
さ
ん
が
推
薦
し
て

く
れ
た
の
が
、
初
出
演
と
な
っ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
、
す
ぎ
や
ま
こ
う
い
ち
音
楽
の『
だ
か
ら
！

青
春
』。
秋
田
か
ら
出
稼
ぎ
に
ゆ
く
農
家
の

長
男
役
で
出
演
し
た
。
東
京
と
翌
年
の
全
国

で
１
０
０
公
演
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
身
に
つい
た
。

　

そ
れ
か
ら
24
年
も
経
って
東
宝
の
大
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
佐
藤
勉
さ
ん
を
知
っ
た
頃
、
老
後
も
舞

台
に
立
ち
続
け
た
い
と
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
の
レ
ッ

ス
ン
を
続
け
て
い
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
勉
さ
ん

か
ら
大
地
真
央
主
演『
マ
イ
・
フ
ェ
ア
・
レ
デ
ィ
』

出
演
の
誘
い
が
来
た
。
酔
っ
ぱ
ら
い
仲
間
の

ジ
ェ
ミ
ィ
役
。
そ
の
出
演
中
に
翌
年
の『
屋
根

の
上
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
弾
き
』へ
出
演
が
決
ま

り
、
そ
の
稽
古
中
に
突
然
別
室
へ
呼
び
出
さ

れ
て
譜
面
を
渡
さ
れ
初
見
で
歌
わ
さ
れ
た
の

が『
ラ
・
マ
ン
チ
ャ
の
男
』の
サ
ン
チ
ョ
の
歌「
本

当
に
好
き
だ
」だ
っ
た
。
29
年
前
に「
と
て
も

真
似
の
で
き
な
い
、
縁
の
無
い
世
界
だ
と
思

っ
た
」市
川
染
五
郎
改
め
松
本
幸
四
郎（
現
・

白
鸚
）さ
ん
の
ド
ン
・
キ
ホ
ー
テ
と
コ
ン
ビ
を

組
む
こ
と
に
な
っ
た
。「
サ
ン
チ
ョ
の
佐
藤
輝
。

歌
も
う
ま
く
、
主
人
思
い
の
従
者
の
気
持

が
に
じ
み
出
て
、
こ
の
役
を
し
っ
か
り
と
自

分
の
も
の
に
し
た
」と
劇
評
が
出
た
。
サ
ン

チ
ョ
、
13
年
間
４
８
４
回
の
長
旅
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　

日
本
の
新
劇
史
に
残
る
木
下
順
二
作『
子

午
線
の
祀
り
』が
99
年
に
新
国
立
劇
場
で
上

演
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
時
、
突
然
、
劇
場
か

ら
問
い
合
わ
せ
が
来
た
。
演
出
の
観
世
栄
夫

さ
ん
が「
伊
勢
三
郎
役
に
、
佐
藤
輝
昭
を
絶

対
探
し
出
せ
」と
命
じ
た
と
の
こ
と
。
芸
名
が

変
わ
って
い
た
の
で
探
し
回
っ
た
と
い
う
。

　
『
天
保
十
二
年
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
』共
演

が
縁
で
知
り
合
っ
た
観
世
栄
夫
さ
ん
に
は
多

く
の
舞
台
に
出
し
て
頂
い
た
。
77
年
の「
動

物
園
」旗
揚
げ
公
演
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
紅
葉
乱

舞
車
達
引
』も
演
出
し
て
い
た
だ
き
沢
山
の

ご
恩
が
あ
っ
た
。
が
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く

は
蜷
川
幸
雄
演
出
作
品
へ
の
出
演
が
続
い

て
、
観
世
さ
ん
と
の
仕
事
が
遠
の
い
て
い
た
。

　

そ
の
観
世
さ
ん
か
ら
の
出
演
話
と
あ
っ
て

は
二
つ
返
事
で
応
え
た
か
っ
た
が
、『
マ
イ
・
フ
ェ

ア
・
レ
デ
ィ
』再
演
へ
の
出
演
が
既
に
決
ま
っ
て

い
て
、
そ
れ
を
外
し
て
貰
う
の
は
無
理
か
と

思
わ
れ
た
。

　

そ
れ
で
も
事
情
を
説
明
し
て
、
無
理
を
納

得
し
て
貰
え
た
の
は
佐
藤
勉
さ
ん
が
担
当
だ

っ
た
か
ら
。
よ
う
や
く
探
し
当
て
た
観
世
さ

ん
の
心
情
を
察
し
た
か
ら
こ
そ
の
譲
歩
だ
っ
た

と
理
解
し
て
い
る
。「
演
出
も
、
ド
ラ
マ
に
躍

動
感
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
へ

の
出
演
の
多
い
伊
勢
三
郎
役
・
佐
藤
輝
の
軽

快
な
演
技
が
印
象
を
残
し
た
の
が
代
表
例

だ
」と
の
劇
評
。
観
世
さ
ん
の
配
役
が
見
事

に
は
ま
っ
た
。

　

あ
る
評
論
家
の
言
葉

を
聞
い
た
。「
サ
ン
チ
ョ
を

や
れ
る
役
者
は
い
る
だ

ろ
う
。
伊
勢
三
郎
を
や

れ
る
役
者
も
い
る
。
だ

け
ど
サ
ン
チ
ョ
も
伊
勢
三

郎
も
う
ま
く
や
れ
る
の

は
佐
藤
輝
だ
け
だ
。」

　

縁
あ
っ
て
支
え
ら
れ

押
し
上
げ
ら
れ
引
き
上

げ
ら
れ
て
た
ど
り
着
い

た
の
が
今
の
自
分
だ
っ
た

と
の
感
謝
の
思
い
は
す
べ

て
、
次
の
公
演
に
注
ぎ
込

む
。
10
月
22
日
の
公
演

開
幕
に
ご
期
待
下
さ
い
。

し
ん
こ
く
り
つ 

げ
き
じ
ょ
う

い 

せ 

の 

さ 

ぶ 

ろ 

う

◆ 
特
別
寄
稿  

〜 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
② 

〜

コ
ロ
ナ
の
霧
の
中
か
ら

俳  

優  

佐
藤  

輝 

（
39
回
）

佐藤 輝（さとう てる）
1945年余目町生まれ。本名佐藤輝昭。
1969年にテレビ初レギュラー、ミュージカル初出演などで注目される。
劇団動物園を主宰、山形県内初ミュージカル公演。
松本幸四郎とコンビを組んだ『ラ・マンチャの男』サンチョ役は484回の
日本最多出演を記録。
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山
形
県
や
酒
田
市
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま

し
た
ら
。

　

こ
の
４
月
24
日
に
、
相
馬
福
島
道
路（
45
㎞
、

通
行
料
無
料
）が
全
線
開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、

太
平
洋
に
面
す
る
相
馬
市
は
福
島
市
を
経
由

し
て
米
沢
市
、
山
形
市
、
東
根
市
ま
で
が
東

北
中
央
自
動
車
道
で
つ
な
が
り
ま
し
た
。
相

馬
福
島
道
路
は
、
大
震
災
の
混
乱
時
に
東
西

の
交
通
網
の
重
要
性（
山
形
県
か
ら
の
物
流
が

福
島
や
宮
城
を
支
え
た
面
が
あ
り
ま
す
）が
再

認
識
さ
れ
、
復
興
支
援
道
路
と
し
て
建
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

イ
ノ
ベ
構
想
で
は
、
産
業
集
積（
企
業
立
地
、

企
業
活
動
、
研
究
活
動
）に
関
し
、
税
制
を
ふ

く
め
全
国
最
優
遇
の
支
援
制
度
が
準
備
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
県
が
所
管
す
る
１
事
業
７
億
円

の
イ
ノ
ベ
実
用
化
補
助
金
で
は
、
技
術
が
あ

り
商
品
化
を
模
索
す
る
企
業
は
、
イ
ノ
ベ
構

想
対
象
地
域
に
自
身
の
拠
点
を
設
け
る
か
、

ま
た
は
対
象
地
域
企
業
と
連
携
す
る
条
件
で
、

補
助
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ノ
ベ
機
構
で
も
昨
年
度
か
ら
新
た
に
イ

ノ
ベ
構
想
対
象
地
域
で
の「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

▲会津まつりと毎年参加されている「八重の桜」の
　綾瀬はるかさん（2017年9月撮影）

▲2020年９月オープンした東日本大震災・原子力災害伝承館。
　東京電力福島第一原子力発電所から約4ｋｍ、地震、津波、原発事故
　被災地であり現在も全町避難が続く双葉町の中野地区に建設されました。

▲南相馬市の津波被地に建設された福島ロボットテストフィールドは2020年
　3月に全面開所した。（「福島県沿岸部　企業投資に沸く」と2021年１月１
　日版日本経済新聞で紹介されました。）

◆ 
東
日
本
大
震
災
10
年
◆

福
島
、
東
北
を
み
つ
め
て

52
回 

池
田  

明
幸

　

外
資
系
銀
行
ト
レ
ー
ダ
ー
か
ら
福
島
県
職

員
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
私
は
首
相
官
邸

に
隣
接
す
る
山
王
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
21
階
に
い

ま
し
た
。
44
階
建
の
ビ
ル
が
赤
坂
方
面
に
倒

れ
る
！（
恐
怖
）ほ
ど
の
揺
れ
で
し
た
。
こ
の

大
地
震
で
金
融
市
場
も
大
き
く
動
揺
、
さ
ら

に
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

の
報
と
悪
化
す
る
事
態
に
ド
ル
円
相
場
は
戦

後
の
最
安
値（
ド
ル
安
・
円
高
）を
付
け
、
中
央

銀
行
の
協
調
介
入
が
あ
り
、
と
緊
張
の
日
々

が
続
き
ま
し
た
。

　

震
災
後
約
１
カ
月
し
て
銀
行
は
週
末
を
利

用
し
た
石
巻
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
ま

し
た
。
30
人
弱
で
し
た
か
金
曜
夜
10
時
ご
ろ

オ
フ
ィ
ス
を
出
発
、
早
朝
仙
台
の
ホ
テ
ル
で

仮
眠
休
憩
し
石
巻
市
に
向
か
う
２
泊
３
日
の

行
程
。
福
島
の
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
し
て
い

て（
銀
行
の
指
示
は
福
島
で
の
活
動
は
不
可
）

東
北
道
で
福
島
県
を
通
過
す
る
間
誰
一
人
言

葉
を
発
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
時
、
負
い

目
の
よ
う
な
も
の
が
こ
こ
ろ
に
深
く
刻
ま
れ

ま
し
た
。
個
人
と
し
て
は
限
界
が
あ
る
、
組

織
で
と
考
え
、
東
北
復
興
関
連
職
の
情
報
を

収
集
し
、
２
０
１
３
年
福
島
県
の
行
政
職
募

集
広
告
を
見
つ
け
て
東
京
で
受
験
し
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
採
用
後
は
、
企
画
調
整
部
復
興
・

総
合
計
画
課
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１

６
Ｇ
７
金
融
サ
ミ
ッ
ト
仙
台
で
は
、
前
職
の

経
験
を
買
わ
れ
、
国
際
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
に

設
置
さ
れ
た
福
島
県
広
報
課
の
ブ
ー
ス
で
、

海
外
向
け
に
県
産
品
の
紹
介
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
そ
の
際
に
受
け
た
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
今
も
閲
覧
可
能
で
す
：

Standard Chartered Trader Q
uits Forex to 

H
elp Fukushim

a Recover

（Bloom
berg

）

　

　

現
在
携
わ
っ
て

い
る
お
仕
事「※

福

島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・

コ
ー
ス
ト
構
想
」に

つ
い
て
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

　

※

福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想（
イ
ノ
ベ
構

想
）は
、
２
０
１
１

年
３
月
の
地
震
、

津
波
、
原
発
事
故

で
甚
大
な
被
害
を

受
け
て
い
る
福
島

県
沿
岸
部
の
15
市

町
村
に
先
端
技
術

の
研
究
拠
点
を
設

け
、
雇
用
や
新
産

業
の
創
出
に
つ
な

げ
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
「
廃
炉
」「
ロ
ボ
ッ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
」「
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
」「
農
林
水
産
業
」

「
医
療
関
連
」「
航
空
宇
宙
」が
掲
げ
ら
れ
、
構

想
の
推
進
主
体
と
し
て
国
の
研
究
機
関
や
県

の
部
局
、（
公
財
）福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ

ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構（
イ
ノ
ベ
機
構
）が
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ノ
ベ
機
構
は
、【
産
業
集
積
】を
達
成
す
る

た
め
に
沿
岸
地
域
な
ど
へ
の
企
業
立
地
セ
ミ

ナ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
、

そ
の【
教
育
・
人
材
育
成
】の
た
め
に
全
国
の
大

学
が
対
象
地
域
と
連
携
す
る
活
動
に
対
す
る

助
成
事
業
や
、
大
学
の
先
生
か
ら
直
接
指
導

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
小
・
中
・
高
生
へ
の
特

別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
設
置
し
た
福
島
ロ
ボ
ッ
ト
テ

ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド（
ロ
ボ
テ
ス
：
南
相
馬
市
、

浪
江
町
）や
東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害
伝

承
館（
伝
承
館
：
双
葉
町
）の【
施
設
の
運
営
】を

通
じ【
交
流
人
口
拡
大
】や【
情
報
発
信
】を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
所
属
し
て
い
た
福
島
県
企
画
調
整

部
の
紹
介
に
よ
り
、
２
０
１
９
年
４
月
か
ら

イ
ノ
ベ
機
構
、
企
画
戦
略
室
に
所
属
し
、
メ

デ
ィ
ア
対
応
な
ど
広
報
の
仕
事
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
イ
ノ
ベ
機
構
の
理
事
長
は
、
山
形
県

出
身
の
斎
藤
保
氏（
Ｉ
Ｈ
Ｉ
会
長
↓
現
在
相
談

役
）で
、
国
際
的
な
広
報
に
力
点
を
置
く
意
見

を
お
持
ち
で
す
。

支
援
事
業
」を
開
始
し
ま
し
た
。Fukushim

a 
Tech Create

の
名
称
で
、
デ
ロ
イ
ト
ト
ー
マ

ツ
な
ど
有
名
コ
ン
サ
ル
の
サ
ポ
ー
ト
が
得
ら

れ
、
補
助
金（
５
０
０
万
程
度
）な
ど
で
支
援
し
、

確
実
に
起
業
・
創
業
に
結
び
付
よ
う
と
す
る
仕

組
み（
条
件
は
先
の
県
の
補
助
金
に
比
し
厳
し

く
な
い
印
象
）で
す
。

　

こ
れ
ら
は
酒
田
か
ら
の
応
募
も
可
能
で
す
。

（
公
財
）福
島
イ
ノ
ベ
機
構
は
税
金
で
事
業
を

実
施
す
る
行
政
の
立
場
で
す
。
企
画
戦
略
室

で「
予
算
の
執
行
が
目
的
で
は
な
く
、
そ
の
先

に
あ
る
効
果
を
見
据
え
た
や
り
方
」を
探
り
、

ゼ
ロ
予
算
で
も
で
き
る
い
ろ
い
ろ
な
事
例
に

接
す
る
と
き
、「
こ
れ
酒
田
で
使
え
る
か
」と
思

わ
ず
自
問
し
て
い
る
の
が
常
で
す
。

　

ま
た
、
活
動
に
際
し
、
例
え
ば「
会
津
ま
つ

り
」に
は
庄
内
藩
が
招
待
さ
れ
て
い
て
驚
き
ま

し
た
。
戊
辰
戦
争
の
盟
友
の
故
で
し
ょ
う
が
、

総
じ
て
福
島
県
民
に
と
っ
て
、
山
形
県
民
の

信
頼
度
が
高
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
嬉
し
く
思

う
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
こ
の
１
年
、
東
京
の
ご
自
宅
と

福
島
の
二
重
生
活
は
、
以
前
に
も
ま
し
て
た
い

へ
ん
だ
っ
た
の
で
は
？

　

酒
田（
八
幡
）と
東
京（
文

京
区
）と
福
島（
福
島
市
）の

３
地
域
生
活
を
続
け
て
い
ま

す
。
う
が
い
手
洗
い
は
我
が

家
の
習
慣
だ
っ
た
の
で
コ
ロ

ナ
禍
で
の
変
化
は
、
東
京
、

酒
田
の
行
き
来
に
14
日
置
く

こ
と
を
注
意
し
て
い
る
程
度

で
す
。
福
島
で
の
生
活
が
始

ま
っ
た
７
年
前
、
息
子
は
大

学
１
年
生
で
し
た
。
な
ん
と

今
も
学
生
で
妻
と
ふ
た
り
東

京
に
暮
ら
し
、
妻
に
子
育
て

を
丸
投
げ
し
た
感
じ
で
す
。

（
家
族
で
は
１
年
以
上
帰
省

で
き
て
い
ま
せ
ん
。
代
わ
り

に
酒
田
の
親
を
担
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。）東
京
か
ら
酒
田
は
遠
い
と
感
じ
ま
す
。

　

災
害
や
疫
病
、
環
境
問
題
な
ど
、
様
々
な

不
安
や
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の

都
市
と
地
方
の
あ
り
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
か
。

　

毎
月
、
大
都
市
と
中
都
市
と
過
疎
地
域
を

往
来
し
て
い
て
、
か
つ
て
感
じ
て
い
た
東
京

の
圧
倒
的
優
位
性
は
自
分
の
中
で
は
薄
れ
、

今
や
軽
重
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ

環
境
の
向
上
な
ど
で
情
報
格
差
が
縮
ま
り
、

各
地
の「
い
い
と
こ
ど
り
」が
で
き
る
状
況
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

八
幡
地
区
に
あ
る
実
家
の
集
落
を
思
う
と
現

実
に
引
き
戻
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
が
い
な
い

の
で
消
滅
は
時
間
の
問
題
で
す
。
止
ま
ら
ぬ

地
価
下
落
が
示
す
よ
う
な
地
域
で
あ
り
、
い

ま
や
本
当
に
困
っ
て
い
る
の
は
福
島
よ
り
コ

チ
ラ
で
は
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
に
入
り「
酒
田
市
人
口
10
万
人
割
れ
」

の
報
が
あ
り
ま
し
た
。
国
を
あ
げ
て
人
口
減

少
対
策
、
移
住
・
定
住
な
ど
パ
イ
を
奪
い
合
う

政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
そ
う
い

っ
た「
地
方
創
生
」の
お
金
が
将
来
の
基
盤
醸

成
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
関
心
を

も
っ
て
見
守
る
、
時
に
施
策
へ
の
積
極
的
な

関
与
が
必
要
と
感
じ
て
い
ま
す
。
東
京
亀
城

会
会
報
に
登
場
す
る
若
い
み
な
さ
ん
の
体
を

張
っ
た
Ｕ
タ
ー
ン
奮
闘
記
に
は
敬
服
し
ま
す
。

い
せ
の
さ
ぶ
ろ
う

福島イノベーション・コースト構
想（イノベ構想）のパンフレット
はweb上で見られます。

※1

―

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
。

　

震
災
後
に
英
国
系
銀
行
ト
レ
ー
ダ
ー
か
ら

福
島
県
職
員
に
転
職
し
、
現
在
は
公
益
財
団

法
人
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想

推
進
機
構
企
画
戦
略
室
の
池
田
明
幸
さ
ん
に
、

福
島
、
東
北
を
み
つ
め
て
き
た
こ
の
10
年
と

現
在
の
仕
事
、
山
形
県
と
の
関
わ
り
な
ど
を

伺
っ
た
。―

公
益
財
団
法
人 

福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
・コ
ー
ス
ト
構
想

推
進
機
構
企
画
戦
略
室

－第41号－　1011　－第41号－



1899年創業から120周年
　　　未来を創る地域企業
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昭
和
三
五
年
卒

酒
田
東
高
校

東
京
珊
瑚
の
会

珊 

瑚 

悠 

々

４５卒東京同期会の皆様
東京亀城会では今年１０月に懇親会に代わる特別
企画として講演会等を企画しております。開催の
暁には、昨年度に引き続き今年度も当番幹事に
当たっておりますので、皆様のご参加をお待ちし
ております。 
コロナ禍、まだ収束は見えてきませんが健康でこ
の難局を乗り越えるように頑張りましょう。

４５卒幹事年幹事一同 

　

在
校
中
に
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の

は
、
3
年
生
時
担
任
の
新
国
先
生
に
よ
る
数

Ⅲ
で
し
た
。
私
は
あ
る
証
明
問
題
へ
の
回
答

を
教
室
の
前
方
、
廊
下
側
、
後
方
の
黒
板
3

枚
に
わ
た
り
展
開
し
ま
し
た
。
帰
納
法
を
用

い
た
セ
ン
ス
の
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
し
た

が
、
計
算
力
に
も
の
言
わ
せ
た
結
果
は
な
ん

と
か
正
解
。
そ
の
一
方
あ
る
優
秀
な
生
徒
は

演
繹
法
に
て
わ
ず
か
5
行
で
鮮
や
か
な

Q
E
D
。
努
力
だ
け
は
認
め
ら
れ
、
新
国
先

生
の
東
北
大
学
在
学
中
の
恩
師
寺
田
文
行
先

生
の
著
書『
数
学
の
鉄
則
』（
旺
文
社
）カ
バ
ー

裏
表
紙
に
、
有
難
く
も「
経
験
談
」と
し
て
掲

載
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

筑
波
大
学
で
は
、熱
流

体
工
学
の
ゼ
ミ
を
経
て

卒
業
し
、
N
E
C
に
て

人
工
衛
星
開
発
の
中
で

熱
制
御
を
５
年
弱
担
当
。

N
A
S
A
、J
A
X
A
、

米
国
の
各
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
開
発
で
し
た

（
こ
の
部
門
は
そ
の
後

「
は
や
ぶ
さ
1
・
2
」を
主

担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
）。

新
国
先
生
の
数
Ⅲ
か
ら

ウ
オ
ー
ル
街
、
博
士
号
、
大
学
教
壇
へ

小
松  

高
広

第
56回

　
「
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
、
甲
子
園
に
連
れ
て
行
き
ま
す
」

私
が
入
学
し
た
当
時
の
、
野
球
部
小
野
寺

主
将
の
、
こ
の
言
葉
が
胸
に
刺
さ
り
、
私

は
早
速
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
入
部
し
ま

し
た
。
野
球
部
は
、
こ
の
前
の
年
、
甲
子

園
に
出
場
し
て
い
た
の
で
す
。

　

ボ
ー
ル
を
拭
き
、
ス
コ
ア
を
付
け
、
合

宿
で
は
１
０
０
個
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
作
り
、

甲
子
園
へ
の
夢
を
追
い
か
け
ま
し
た
。
結

局
、
夢
は
果
た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最

高
の
仲
間
た
ち
と
の
思
い
出
は
、
私
の
宝

で
す
。

　

光
ヶ
丘
球
場
か
ら
の
帰
り
道
、
酒
田
港

の
沖
を
見
る
と
、
真
っ
赤
な
夕
日
が
沈
ん

で
行
き
ま
す
。
そ
の
雄
大
な
光
景
に
心
打

た
れ
な
が
ら
、
海
の
向
こ
う
に
は
、
ど
ん

な
人
々
が
生
活
を
し
て
い
る
の
か
と
思
い

を
は
せ
ま
し
た
。
そ
ん
な
好
奇
心
と
、
野

球
部
で
研
鑽
し
た
サ
ポ
ー
ト
精
神
が
、
客

室
乗
務
員
と
い
う
仕
事
に
つ
な
が
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

Ａ
Ｎ
Ａ
に
入
社
後
、
国
際
線
の
立
ち
上

げ
に
加
わ
り
ま
し
た
。
89
年
に
は
天
安
門

事
件
前
夜
の
帰
国
便
、
90
年
に
は
ソ
ビ
エ

ト
崩
壊
に
よ
る
邦
人
救
出
便
に
も
乗
務
し

ま
し
た
。
緊
張
し
た
お
客
様
が
、
機
内
で

徐
々
に
安
心
し
た
様
子
に
な
る
の
を
見

て
、
航
空
会
社
で
働
く
使
命
感
の
よ
う
な

も
の
を
覚
え
ま
し
た
。
コ
ー
ド
シ
ェ
ア
を

し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
航
空
便
で
の
乗

務
は
、
温
か
い
日
本
茶
一
杯
を
食
前
に
出

我 

ら 

幹 

事 

年
菊
池  

佐
惠

第
56回

白
球
を
追
い
か
け
、
青
空
と
共
に 第

36
・
46
・
56
・
66
・
76
回

▲北京にて中国人対象の
　研修を実施

▲中国茶コーディネーターとして、季節ごとに中国茶会を開催
▲ツーリング  諏訪湖湖畔にて

▲筑波大学漕艇部（左から６番）
　オックスフォード盾レガッタ 戸田オリンピックコース（1982年8月）

▲Class of 2016, The Quarterly Century Club of Goldman Sachs
　200 West Street, New York, May 2016

　

金
融
業
界
に
転
じ
た
時
期
は
バ
ブ
ル
経

済
の
頂
点
で
し
た
。
本
屋
で
手
に
取
っ
た

金
融
理
論
の
本
に
あ
っ
た
オ
プ
シ
ョ
ン
取

引
の
理
論
価
格
導
出
に
熱
伝
導
方
程
式
が

使
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
、
上
京
者
の
技
術

者
に
は
手
が
届
か
な
い
ほ
ど
高
騰
を
続
け

る
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
が
転
ず
る
き
っ
か
け

で
し
た
。
外
資
系
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
経

て
辿
り
着
い
た
日
興
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

投
資
工
学
研
究
所
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
郊
外
バ
ー
ク
レ
ー
に
あ
る
M
S
C
I
 

B
A
R
R
A
社
に
駐
在
、
金
融
工
学
を
利

用
し
た
最
先
端
の
数
理
モ
デ
ル
の
開
発
を

担
い
ま
し
た
。
崩
壊
し
て
い
く
日
本
の
バ

ブ
ル
を
太
平
洋
の
反
対
側
か
ら
目
の
当
た

り
に
す
る
中
で
ウ
ォ
ー
ル
街
へ
の
関
心
を

抑
え
き
れ
ず
、Goldm

an Sachs &
 Co.

の

門
を
叩
き
ま
し
た
。
数
回
に
わ
た
る
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
と
東
京
で
の
面
接
で
し
た
。
1
年

ほ
ど
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
勤
務
、
無
限
責
任

を
負
う
パ
ー
ト
ナ
ー
経
営
下
で
の
高
潔
な

企
業
文
化
と
と
も
に
、
論
文
で
は
何
度
も

目
に
し
たFischer Black

を
は
じ
め
と
す

る
何
名
も
の
憧
れ
の
研
究
者
・
実
務
者
ら
に

出
会
っ
た
こ
と
は
大
き
な
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
決
定
的
な
幸
運
で
す
。

　

そ
の
後
、
東

京
に
戻
り
、
資

産
運
用
部
門
に

て
機
関
投
資
家

や
個
人
投
資
家

の
資
産
運
用
に

携
わ
り
、
今
日

に
至
り
ま
す
。

世
界
主
要
拠
点

の
同
僚
ら
と
の

連
携
が
日
常

で
、
夜
間
は

Covid-19

の
遥

か
前
か
ら
四
半

世
紀
に
わ
た
り

在
宅
勤
務
状
態

で
す
。
こ
の
間
、
市
場
と
経
済
が
従
来
の
知

見
を
超
え
る
姿
を
何
度
と
な
く
呈
す
る
た
び

に
、
運
用
成
績
も
荒
波
を
被
り
ま
し
た
。
自

ら
の
限
界
を
克
服
す
る
た
め
に
博
士
課
程
に

て
学
術
の
力
を
借
り
よ
う
と
一
念
発
起
、
8

年
間
の
難
行
苦
行
の
末
２
０
１
６
年
に
筑
波

大
学
か
ら
博
士（
経
営
学
）号
授
与
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
一
端
と
し
て
、
実
務
者
向
け
に

は『
最
適
投
資
戦
略
』（
朝
倉
書
店
）に
記
し
ま

し
た
。
学
位
取
得
後
は
東
京
大
学
経
済
学

部
・
経
済
学
研
究
科
に
て「
数
量
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
Ⅰ
」を
、
同
志
社
大
学
理
工
学
部
で
の

集
中
講
義
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
秋

に
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ

勤
務
30
年
を
迎
え

ま
す
。
実
務
・
教

育
・
研
究
の
3
足

の
草
鞋
を
履
く
生

活
の
中
で
、
独
製

大
型
バ
イ
ク
で
の

長
距
離
ツ
ー
リ
ン

グ
と
少
（々
？
）の

ワ
イ
ン
が
息
抜
き

で
す
。

ゴ
ー
ル
ド
マン
・
サ
ッ
ク
ス
・
ア
セッ
ト
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

東
京
大
学
経
済
学
部
・
経
済
学
研
究
科
非
常
勤
講
師

同
志
社
大
学
理
工
学
部
嘱
託
勤
講
師

数
量
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
論

す
こ
と
も
、
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず

「
異
文
化
の
共
有
」の
も
と
働
く
面
白
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
言
葉
で
は
言
い
切
れ
な
い

ほ
ど
の
沢
山
の
こ
と
を
、
お
客
様
か
ら
、

一
緒
に
働
く
仲
間
か
ら
、
学
び
ま
し
た
。

　

１
９
９
９
年
に
営
業
本
部
法
人
販
売
部

に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
運
賃
の
仕
組
み

や
、
営
業
方
針
な
ど
、
会
社
の
イ
ロ
ハ
を

学
び
ま
し
た
。
他
の
多
く
の
企
業
の
方
々

と
接
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
を
聞
き
、
時
に

は
シ
ビ
ア
な
価
格
交
渉
に
も
携
わ
り
、
社

会
の
仕
組
み
を
知
る
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

約
1
万
2
千
時
間
滞
空
証
明
を
い
た
だ
き
、

Ａ
Ｎ
Ａ
の
仕
事
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。

　

現
在
は
、Ａ
Ｎ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
研
修

会
社
で
の
仕
事
を

主
に
、
講
師
を
務

め
て
い
ま
す
。
民

間
企
業
や
行
政
、

医
療
・
教
育
機
関

な
ど
で
、
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち

を
軸
に
、
人
財
育

成
、
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
の
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
の「
接
遇
」は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、

中
国
や
ア
メ
リ
カ

で
の
研
修
や
、
昨
今
で
は
、
日
本
在
住
の

外
国
人
対
象
の
研
修
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
日
本
語
教
師
の
資
格
も
活
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
も
増
え

て
い
ま
す
。
一
瞬
で
空
間
を
飛
び
越
え
る

便
利
さ
も
あ
り
、
バ
ー
チ
ャ
ル
化
は
、
す

で
に
時
代
の
流
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
一
方

で
、
人
は
人
と
会
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い

こ
と
も
真
実
で
す
。
直
接
、
接
す
る
か
ら

こ
そ
熱
も
伝
わ
り
ま
す
。
酒
東
で
仲
間
と

甲
子
園
を
目
指
し
た
情
熱
と
、
A
N
A
時

代
に
多
く
の
方
々
と
接
し
て
得
た
熱
量
を

も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
お
役
に
立
て
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど
こ
ま
で
も
飛
ん
で
行

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
、
講
師
の
仕
事
の
傍
ら
、
中
国
文

化
を
伝
え
る
中
国
茶
会
や
、
ソ
ム
リ
エ
の

資
格
を
活
か
し
な
が
ら
時
に
は
ワ
イ
ン
会

を
行
う
な
ど
、
茶
畑
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
直

接
出
向
き
、
仕
入
れ
た
お
茶
や
ワ
イ
ン
を

仲
間
と
集
い
楽
し
む
の
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

補
給
の
ひ
と
時
で
す
。

研
修
講
師

日
本
語
教
師
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TEL 0234-64-2002 
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の
き
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造
り
で 

 
 

仕
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社会の中で “生きにくさ” を感じている方
まずはお気軽にご相談ください。

社会の中で “生きにくさ” を感じている方
まずはお気軽にご相談ください。

TEL：042-686-2833

住所： 〒192-0081 東京都八王子市横山町25-16 フロイデンビル2F
URL：https://www.lykke-hachioji.com

TEL：042-649-8260

丸市　豊也 （45回卒）

相談支援センター「タック」 障害者就労移行支援 lykke アカデミー

スマートフォンでも
ご覧いただけます。

酒
東
偉
人
伝

セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン

中
村 

恒
也 

（
16
回
）

第
5
回

大
正
12
年（
１
９
２
３
）〜
平
成
30
年（
２
０
１
８
）享
年
95

本
宮　

正
幸（
36
回
）

カ
メ
ラ
マ
ン

元
東
京
亀
城
会
副
会
長

ふ
れ
あ
い
酒
田
会
長

　

中
村
さ
ん
は
、
大
正
12
年
、
酒
田
市
中
町
の
呉

服
店
ご
ろ
や
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
周
り
に

あ
る
も
の
を
使
って
飛
行
機
や
機
関
車
な
ど
の
模
型

を
作
る
の
が
好
き
な
子
ど
も
だ
っ
た
と
い
う
。
酒
田

中
学
校
、
日
本
大
学
理
工
学
部
機
械
工
学
科
を

卒
業
後
、
昭
和
19
年
に
株
式
会
社
第
二
精
工
舎
亀

戸
工
場（
現
セ
イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
）に
入
社
、
翌
年

同
社
諏
訪
工
場（
現
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
）に
転
籍
し
、

夢
中
で
時
計
の
開
発
に
取
り
組
む
。

　

そ
れ
ま
で
の
ゼ
ンマ
イ
で
動
く
機
械
式
時
計
か
ら
、

電
池
で
動
く
精
巧
な
ク
ォ
ー
ツ
式
時
計
の
小
型
化

に
成
功
し
、 

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

卓
上
型
ク
ォ
ー
ツ
時
計
が
公
式
時
計
と
し
て
採
用

さ
れ
た
。
昭
和
44
年
に
は
世
界
初
の
ク
ォ
ー
ツ
腕
時

計「
セ
イ
コ
ー 

ク
ォ
ー
ツ
ア
ス
ト
ロ
ン35SQ

」の
開
発

に
成
功
、「SEIK

O

」は一躍
有
名
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
た
。

　

世
界
を
驚
か
せ
た
の
は
、
技
術
力
の
高
さ
だ
け

で
は
な
い
。
ク
ォ
ー
ツ
の
特
許
技
術
を
公
開
し
た
の

だ
。
そ
の
お
か
げ
で
、
世
界
中
が
ク
ォ
ー
ツ
式
時
計

を
量
産
す
る
よ
う
に
な
り
、
電
池
式
の
精
度
の
高

い
時
計
が
安
価
で
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

社
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
い
ち
は
や
く
製
造

工
程
か
ら
の
フ
ロ
ン
全
廃
を
実
現
し
、
地
球
温
暖

化
防
止
の
た
め
、
そ
の
技
術
も
公
表
し
て
オ
ゾ
ン

層
破
壊
物
質
の
削
減
に
尽
力
す
る
。

　

ま
た
、「
こ
れ
か
ら
は
パ
ソ
コ
ン
の
時
代
。
そ
れ
に

と
も
な
っ
て
プ
リ
ン
タ
ー
が
普
及
す
る
」と
プ
リ
ン
タ

ー
の
会
社
を
買
収
し
開
発
を
推
進
。
他
に
も
多
角

的
な
事
業
を
成
功
さ
せ
て
、
昭
和
60
年
に
は
、
先

端
技
術
産
業
の
誘
致
を
進
め
て
い
た
酒
田
市
に
セ

イ
コ
ー
エ
プ
ソ
ン
の
工
場（
東
北
エ
プ
ソ
ン
株
式
会
社
）

を
設
立
し
た
。

　

昭
和
62
年
に
同
社
の
取
締
役
を
退
い
た
後
は
私

財
で
中
村
も
の
づ
く
り
奨
学
基
金
を
設
立
し
、
工

学
部
系
に
進
学
す
る
若
者
を
支
援
し
て
き
た
。
科

学
技
術
庁
長
官
賞
・
科
学
技
術
功
労
者
表
彰
、

藍
綬
褒
章
、
米
国
環
境
保
護
庁
成
層
圏
オ
ゾ
ン
層

保
護
賞
、
勲
三
等
旭
日
中
綬
章
な
ど
数
々
の
表
彰

を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

　

義
弟
の
上
野
栄
枝
さ
ん（
中
村
さ
ん
の
妻
玲
子
さ

ん
の
弟
、
26
回
）は
中
村
さ
ん
を「
酒
は
飲
ま
な
い
、

煙
草
は
吸
わ
な
い
。
非
常
に
ま
じ
め
で
、
時
計
と

会
社
に一生
を
捧
げ
た
人
で
す
ね
」と
話
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
好
き
で
自
宅
に
も
蓼
科
の
別

荘
に
も
オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
が
あ
り
、
休
日
は
そ
こ

で
過
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
小
澤
征
爾
を

全
面
的
に
バッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ
ン
財

団
を
設
立
し
て
長
野
県
松
本
市
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を

定
着
さ
せ
た
の
も
中
村
さ
ん
で
あ
る
。

　

技
術
者
と
し
て
経
営
者
と
し
て
、
文
化
を
愛
す

　

私
は
現
在
ま
で
足
掛
け
50
年
近
く
セ
イ
コ
ー
時

計
の
商
品
写
真
の
カ
メ
ラ
マ
ン
を
し
て
い
ま
す
。
広

告
代
理
店
経
由
で
ス
タ
ー
ト
し
た
仕
事
で
、
ゼ
ン
マ

イ
時
計
か
ら
数
年
で
１
秒
し
か
ず
れ
な
い
精
巧
な

電
子
時
計
に
時
計
の
歴
史
を
変
え
た
中
村
さ
ん
は

雲
の
上
の
憧
れ
の
人
で
し
た
。
そ
の
中
村
さ
ん
に
、

同
じ
セ
イ
コ
ー
の
時
計
に
関
わ
って
い
る
と
い
う
こ
と

と
10
年
に一
度
回
っ
て
く
る
当
番
幹
事
が
同
じ
と
い

う
こ
と
で
か
わ
い
が
っ
て
頂
き
、
本
当
に
光
栄
で
し

た
。
仕
事
で
足
を
延
ば
し
た
ス
イ
ス
の
国
際
時
計

博
物
館
に
は「
世
界
初
の
ク
ォ
ー
ツ
時
計
」が
展
示

さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に「
開
発
者
中
村
恒
也
」の
名

前
を
発
見
し
た
時
の
感
激
は
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

私
が
カ
メ
ラ
マ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
畏
れ
多
く
も

い
つ
か
ら
か
中
村
さ
ん
の
同
期
の
会
に
呼
ば
れ
、
写

真
撮
影
を
頼
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

私
が
ふ
れ
あ
い
酒
田
の
会
長
を
し
て
い
る
の
は
元
会

長
26
回
卒
の
上
野
栄
枝
さ
ん
の
推
薦
で
す
し
、
当

番
幹
事
の
繋
が
り
に
様
々
な
ご
縁
を
頂
い
た
人
生

だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

る
者
と
し
て
、
未
来
を
見
据
え
人
類
・
社
会
の
た

め
に
貢
献
し
た
志
の
高
さ
と
遂
行
力
に
敬
服
せ
ず

に
い
ら
れ
な
い
。

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
公
式
時
計
に
採
用
さ
れ
た
の
は
中
村
氏
が
開
発
し
た
卓
上
型

「
ク
ォ
ー
ツ
時
計
」。
日
本
の
技
術
力
を
世
界
に
示
し
、
44
年
に
は
世
界
初
の
ク
ォ
ー
ツ
腕
時
計
の
開
発

に
成
功
し
た
。
酒
田
市
名
誉
市
民
と
し
て
も
知
ら
れ
る
中
村
さ
ん
の
功
績
を
改
め
て
追
って
み
た
。

憧
れ
の
先
輩
と
６
の
回

当
番
幹
事
の
繋
が
り
で

記
・
瀬
尾
亜
希
子 （
65
回
）

▲写真提供　酒田市

▲2007年4月の寿禄会（16回卒同期会）
参加者が5～ 6人になるまで、毎年桜咲く
頃に銀座に集まり交流を深めていました。
中村恒也さん越後谷悦郎さん庄司悌二さん
らのお顔があります。

　

自
分
は
小
さ
い
時
か
ら
体
が
大
き
く
、
給
食

と
体
育
だ
け
が
楽
し
み
な
子
ど
も
だ
っ
た
。
勉

強
は
嫌
い
で
、
酒
田
一
中
で
２
年
生
の
時
の
成
績

は
、３
６
０
人
中
２
０
０
番
目
位
だ
っ
た
と
思
う
。

日
々
陸
上
部
の
練
習
に
明
け
暮
れ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
２
年
生
の
時
に
健
康
優
良
児
で
山
形

県
１
位
に
な
り
、
表
彰
さ
れ
た
直
後
、
秘
か
に

好
意
を
抱
い
て
い
た
女
子
生
徒
か
ら
「
山
本
君

は
体
力
だ
け
の
健
康
優
良
児
よ
ね
」
と
言
わ
れ
、

涙
が
出
る
程
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
見
返
し
て

や
り
た
い
、
そ
し
て
東
校
に
必
ず
入
る
と
決
意

し
、
２
年
生
の
後
半
か
ら
猛
勉
強
。
３
年
生
の

夏
で
ク
ラ
ブ
活
動
が
終
わ
っ
た
後
は
、
毎
日
夜
中

の
３
時
頃
迄
問
題
集
に
没
頭
し
た
。
テ
ス
ト
が

ク
イ
ズ
の
よ
う
に
面
白
く
て
た
ま
ら
な
く
な
り
、

３
年
生
の
最
後
に
は
５
教
科
で
は
学
年
で
10
番

以
内
に
入
っ
た
。

　

そ
し
て
め
で
た
く
東
校
に
入
学
し
た
が
、
元

の
木
阿
弥
、
陸
上
の
練
習
ば
か
り
で
勉
強
は
殆

ど
し
な
い
日
々
。
３
年
生
に
な
っ
て
か
ら
中
学
の

時
と
同
じ
よ
う
に
必
死
に
問
題
集
と
格
闘
し
た

が
、
今
度
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
結
果
が
出
な
か
っ

た
。
キ
ツ
ー
イ
皮
肉
を
言
って
く
れ
る
よ
う
な
女

子
生
徒
が
周
囲
に
い
な
か
っ
た
の
が
敗
因
か
も
し

れ
な
い
。そ
し
て
、
何
と
か
滑
り
込
ん
だ
の
が
仙

台
の
私
立
大
学
だ
。

　

最
初
は
、
待
望
の
大
学
生
活
到
来
と
ば
か
り

に
、
麻
雀
、
パ
チ
ン
コ
、
コ
ン
パ
の
毎
日
で
、
授

業
も
サ
ボ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
１
年

生
の
秋
に
、
叔
父
が
社
長
、
父
親
が
専
務
を
し

て
い
た
酒
田
の
小
袖
屋
と
い
う
デ
パ
ー
ト
が
突
然

倒
産
し
た
。
こ
れ
を
青
天
の
霹
靂
と
い
う
の
か
、

毎
月
の
仕
送
り
は
お
ろ
か
、
授
業
料
や
本
代
も

親
を
当
て
に
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

で
、
東
京
に
い
た
兄
を
頼
っ
て
上
京
し
、
春
と

夏
の
休
み
は
東
京
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
こ
と
に

し
た
。
バ
イ
ト
代
も
高
く
、
友
達
の
誘
惑
も
無

か
っ
た
か
ら
だ
。
場
所
は
池
袋
の
地
下
街
に
あ
る

有
名
な
果
物
屋
で
、
隣
は
押
し
寿
司
屋
さ
ん
。

自
分
が
苦
学
生
と
分
か
る
と
、
店
長
は
毎
日
の

よ
う
に
少
し
傷
の
付
い
た
果
物
を
持
た
せ
て
く

れ
、
寿
司
屋
さ
ん
は
鯖
の
押
し
寿
司
や
茶
巾
寿

司
等
を
毎
晩
沢
山
く
れ
た
。
兄
の
ア
パ
ー
ト
に

は
風
呂
が
無
く
銭
湯
に
通
って
い
た
が
、
寿
司
や

果
物
を
お
土
産
で
持
っ
て
行
く
と
、
番
台
に
座

る
オ
バ
さ
ん
が
タ
ダ
で
銭
湯
に
入
れ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
た
だ
、
最
初
に
兄
の
ア
パ
ー
ト
に

着
い
た
時
ポ
ケ
ッ
ト
に
２
５
０
円
し
か
な
か
っ
た
こ

と
だ
け
は
、
こ
れ
ま
で
忘
れ
た
こ
と
が
な
い
。

　

そ
う
し
て
授
業
料
と
本
代
を
工
面
す
る一方
、

仙
台
で
は
日
銀
の
社
宅
で
、
中
学
生
た
ち
の
英

語
と
数
学
の
家
庭
教
師
を
始
め
た
。
バ
イ
ト
代

は
安
か
っ
た
が
、
夕
飯
付
き
で
平
日
夜
の
ご
飯
代

は
か
か
ら
な
く
な
っ
た
。
生
徒
の
お
母
さ
ん
達
が

競
う
よ
う
に
美
味
し
い
ご
馳
走
を
作
っ
て
く
れ
、

晩
御
飯
が
次
第
に
楽
し
み
に
な
っ
て
い
た
。
生
徒

は
皆
と
て
も
優
秀
で
、
少
し
だ
け
勉
強
の
コ
ツ
を

教
え
て
あ
げ
る
と
あ
っ
と
い
う
間
に
成
績
が
上
が

り
、
全
員
が
志
望
校
に
入
学
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
苦
労
（
楽
し
ん
で
？
）
し
て
大
学

に
行
く
よ
う
に
な
る
と
、
勉
強
も
必
死
に
な
っ
た
。

そ
れ
ま
で
雀
荘
か
英
会
話
ク
ラ
ブ
の
部
室
に
居
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の
が
、
大
学
の
図
書
館
に
居
る

時
間
が
長
く
な
り
、
授
業
が
休
講
に
な
る
と
お

金
を
返
し
て
ほ
し
い
と
さ
え
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

現
金
な
も
の
で
あ
る
。
結
果
、
試
験
の
成
績
も

鰻
登
り
で
良
く
な
り
、
90
点
以
下
は
殆
ど
取
ら

な
く
な
っ
た
。

　

当
時
、
自
分
の
大
学
か
ら
大
企
業
に
就
職
す

る
の
は
か
な
り
難
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
４
年
生

も
未
だ
就
職
先
が
決
ま
っ
て
い
な
い
３
年
生
の
夏

休
み
と
春
休
み
に
、
東
京
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
の
合

間
、
無
理
や
り
会
社
訪
問
を
し
た
。
各
企
業
の

人
事
部
の
人
は
渋
々
会
って
く
れ
た
が
、
東
京
に

出
稼
ぎ
し
な
が
ら
授
業
料
を
払
って
い
る
こ
と
等

を
話
す
と
皆
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
た
。

英
会
話
が
で
き
た
事
等
も
理
由
か
、
複
数
の一

部
上
場
企
業
か
ら
入
社
の
内
示
を
も
ら
い
、
結

局
、
財
閥
系
の
大
手
の
非
鉄
メ
ー
カ
ー
に
就
職
。

同
期
や
先
輩
達
は
東
大
、
京
大
、
早
稲
田
、
慶

応
等
の
有
名
校
出
身
者
が
大
半
で
、
最
初
は
非

常
に
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
た
が
、
半
年
も
経
つ

と
、
大
学
名
と
仕
事
が
で
き
る
こ
と
と
は
全
く

比
例
し
な
い
こ
と
が
良
く
分
か
っ
た
。
要
は
、
如

何
に
真
面
目
に
、
必
死
に
、
誠
実
に
、
明
る
く

仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
し
て
、
人

を
好
き
に
な
り
、
人
か
ら
好
か
れ
る
人
間
で
あ

る
か
が
大
切
な
要
件
で
、
仕
事
の
結
果
を
確
実

に
出
す
こ
と
が
重
要
な
の
だ
。
以
来
、
仕
事
が

辛
い
と
思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
無
く
、
本
当
に
楽

し
い
会
社
生
活
だ
っ
た
。

　

部
下
を
選
任
す
る
時
は
、
他
の
部
署
で
は
厄

介
者
の
よ
う
な
個
性
的
な
人
間
、
自
己
主
張
の

強
い
人
間
、
運
動
で
も
文
化
面
で
も
必
死
に
頑

張
っ
た
よ
う
な
気
骨
の
有
る
人
間
を
意
識
し
て

集
め
た
。
結
果
、
諸
先
輩
や
人
事
部
の
心
配
を

よ
そ
に
、
そ
の
よ
う
な
個
性
的
な
人
材
こ
そ
想

定
以
上
の
成
果
を
上
げ
て
く
れ
た
。

　

古
希
を
間
近
に
控
え
、
僭
越
な
が
ら
後
輩
達

に
伝
え
た
い
こ
と
は
、
人
生
に
は
色
々
な
事
が
あ

る
、
山
有
り
谷
有
り
だ
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
を

必
死
に
、
且
つ
明
る
く
前
向
き
に
乗
り
越
え
れ

ば
、
必
ず
道
は
開
け
る
し
、
周
囲
の
人
達
が
支

え
て
く
れ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
自
分
は
孤
独

だ
と
思
う
必
要
は
全
く
無
い
。
そ
し
て
、
挫
折

を
経
験
す
る
ほ
ど
、
人
は
大
き
く
な
り
他
人
に

優
し
く
な
れ
る
。
逆
に
、
苦
し
い
と
思
え
る
環

境
を
ラ
ッ
キ
ー
と
考
え
、
そ
の一
瞬
、
一
瞬
を
大

切
に
、
真
剣
に
生
き
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
人
間

は
世
界
中
ど
こ
へ
行
っ
て
も
大
き
な
仕
事
が
で
き

る
は
ず
だ
。
た
だ
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
だ
け
は
、
一
生
忘
れ
て
は
い
け
な

い
。
あ
の
「
体
力
だ
け
の
健
康
優
良
児
」
か
ら

の
ア
ド
バ
イ
ス
で
す
。

体
力
だ
け
の
健
康
優
良
児
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1955年の創立以来、5000人以上のOBが各界で活躍中です。それぞれ特色を
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留学生・大学院生が共同生活を送っています。 

 

元気な皆さんの近況、
教えてください！

同期会
エール

　

同
期
会
や
同
窓
会
な
ど
会
と
名
の
付
く
集
ま

り
は
今
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
全
く
機
能
し
な
い

年
で
あ
り
ま
し
た
。
何
も
で
き
な
い
、
し
な
く

て
も
よ
い
と
言
う
の
は
幹
事
と
し
て
気
楽
だ
と

言
う
よ
り
何
か
情
け
な
い
と
感
じ
た
年
で
し

た
。
世
界
が
こ
の
コ
ロ
ナ
問
題
を
何
と
か
解
決

し
一
日
も
早
く
い
つ
も
の
生
活
に
戻
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
日
々
で
す
。
コ
ロ
ナ
君
さ
よ
な
ら
、

さ
よ
な
ら
コ
ロ
ナ
君
。

　

来
年
の
こ
の
欄
に
は
三
一
会
総
会
の
事
及
び
会

食
の
写
真
を
投
稿
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
君
さ
よ
な
ら

（31回）

小
山  

嘉
吉

同
期
会
と
継
続

（33回）

相
川  

俊
明

　

コ
ロ
ナ
禍
の
時
節
、
恒
例
の
同
期
会「
い
な

ほ
会
」の
開
催
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
メ
ン
バ
ー

の
消
息
を
聞
く
こ
と
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
毎

日
を
凌
ぎ
な
が
ら
暮
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
想

像
す
る
し
か
な
い
。
そ
ん
な
中
、
遠
藤
功
氏
が

私
が
マ
ス
タ
ー
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
を
務
め
る
ド

ラ
ゴ
R.

ス
タ
ジ
オ
を
訪
れ
て
く
れ
た
。
同
期
に

会
う
の
は
、
や
は
り
、
何
か
嬉
し
い
。
久
し
ぶ

り
の
こ
と
で
話
が
弾
ん
だ
。
ゴ
ル
フ
で
実
年
齢

以
下
の
ス
コ
ア
で
ラ
ウ
ン
ド
し
た
時
に「
エ
ー

ジ
シ
ュ
ー
ト
を
達
成
し
た
」と
い
う
そ
う
で
、

氏
は
そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
一
仕
事
を
終
え
た
年
齢
の
私
た
ち
に
と
っ

て
は
、「
身
も
こ
こ
ろ
も
長
持
ち
さ
せ
る
」こ
と

が
大
命
題
で
あ
る
。
加
え
て
年
齢
以
上
を
目
指

す
目
標
、
希
望
、
野
望
、
願
い
が
あ
れ
ば
、
毎

日
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
気
が
す

る
。
遠
く
を
見
な
が
ら
、
足
元
を
盤
石
に
す
る
。

い
つ
の
時
も
老
若
男
女
の
区
別
な
く
、
大
事
な

こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

　

  

〝
同
窓
会
in
東
京
〞
は
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で

中
止
で
し
た
が
、
今
年
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し
て

3
月
6
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

研
修
や
交
流
は
身
近
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、

各
家
庭
か
ら
の
参
加
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
の

か
14
名
で
し
た
が
、
関
東
圏
、
仙
台
市
、
山
形
県
、

海
外
と
、
本
来
な
ら
会
う
こ
と
が
難
し
い
メ
ン
バ

ー
も
集
ま
り
ま
し
た
。
当
日
は

各
自
が
飲
み
物
や
食
べ
物
を
用

意
し
て
乾
杯
。
続
い
て
簡
単
に

近
況
報
告
を
し
た
後
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
何
度
か
組
替
え
を

行
い
全
員
と
話
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
話
題
は
コ
ロ
ナ
禍
で

の
体
験
談
や
仕
事
や
家
族
の
こ

と
な
ど
。
自
身
や
家
族
の
変
化

や
里
帰
り
も
出
来
ず
不
安
も
あ

る
中
、
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

で
き
、
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
直
接
会
え
る
こ
と
を
願

い
、
お
互
い
に
元
気
で
い
よ
う

と
誓
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
同
期
会

（62回）

太
田  

素
子

　

53
回
メ
ン
バ
ー
は
、
２
０
１
９
年
が
還
暦
年

で
し
た
の
で「
さ
あ
、
心
機
一
転
二
周
目
人
生

の
始
ま
り
だ
〜
！
♪
」と
意
気
込
ん
で
迎
え
た

２
０
２
０
年
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ス
ル
の
た
め
辛
抱

の
一
年
と
な
り
ま

し
た
。

　

感
染
拡
大
前
の

２
０
２
０
年
2
月

22
日
開
催
の「
東
京

の
53
会
懇
親
会
」が

リ
ア
ル
で
集
ま
っ
た

最
後
の
会
合
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
後
は

緊
急
事
態
宣
言
の
発

今
は
辛
抱
!!

（53回）

信
夫  

太
志

　

こ
の
１
年
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
資
源
ゴ
ミ

の
袋
が
ヤ
ケ
に
重
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
普

段
は
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
缶
ビ
ー
ル
の
ア
ル
ミ
缶
ぐ
ら
い
し
か
入
っ
て

な
い
か
ら
、
1
カ
月
分
ま
と
め
て
出
し
て
も
片

手
で
ヒ
ョ
イ
だ
っ
た
の
が
、
今
は
持
ち
上
げ
る

と
思
わ
ず
ウ
ッ
と
声
が
出
る
。
何
が
原
因
か
と

中
を
覗
い
て
み
た
ら
、
日
本
酒
の
四
合
瓶
が
あ

る
わ
あ
る
わ
。
い
か
に
真
面
目
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
て
い
る
か
の
証
拠
み
た
い
な
も
の
だ
が
、

酒
は
や
っ
ぱ
り
気
の
お
け
な
い
仲
間
と
一
緒
に

飲
む
の
が
一
番
だ
よ
ね
。

　

三
四
会
の
皆
さ
ん
。
お
元
気
で
す
か
。
早
く

ま
た
一
緒
に
飲
ん
だ
り
、
旅
に
行
っ
た
り
し
た

い
な
あ
。

コ
ロ
ナ
禍
の
雑
感

（34回）

飯
田  

昭
次
郎

　

 

ワ
ク
チ
ン
も
間
に
合
わ
ず
い
つ
に
な
っ
た
ら

収
束
す
る
の
か
と
い
う
有
様
の
コ
ロ
ナ
禍
で
す

が
皆
様
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
こ

の
年
齢
に
な
る
と
友
人
知
人
の
訃
報
が
相
次
ぎ
、

ど
う
気
持
ち
を
立
て
直
し
た
ら
い
い
の
か
と
立

ち
竦
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

 

・ 

ふ
る
さ
と
の
氷
雨
に
濡
れ
む
友
の
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

 

白
川　

修

 

・ 

病
の
果
て
君
は
逝
き
し
か
四
ひ
ら
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

信
夫　

優
子

　

で
も
、
そ
ん
な
時
幻
の
よ
う
に
心
に
立
ち

の
ぼ
る
山
を
私
達
は
持
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

望
郷
と
は
ま
た
心
の
支
え
で
も
あ
り
ま
す
。

 

・ 

七
月
の
青
き
鳥
海
天
を
衝
く　
　

   

白
川　

修

 

・ 

秋
嶺
や
庄
内
平
野（
の
）を
従
え
て
天
翔
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

信
夫　

優
子

 

・ 

鳥
海
の
嶺
は
る
か
な
り
稲
の
波　

   

白
川　

修

 

・ 

新
し
き
年
に
ふ
る
さ
と
の
山
を
見
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

信
夫　

優
子

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
マ
ン
ダ
レ
ー
と
い
う
町
に

渋
谷
英
夫
さ
ん
が
留
め
置
か
れ
て
い
ま
す
。

切
に
無
事
を
祈
り
ま
す
。
そ
し
て
皆
様
必
ず

ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

　

　

結
構
、
難
し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
幸
い
東
京

燦
燦
会
は
切
れ
目
な
く
毎
年
多
数
の
仲
間
と
楽

し
く
癒
さ
れ
て
や
っ
て
こ
れ
た
が
、
そ
れ
な
り

に
皆
で
苦
慮
し
て
き
た
。

　

当
初
は
有
志
が
人
集
め
を
し
、
か
な
り
集
ま
っ

た
段
階
で
組
織
化
を
話
し
合
い
、
６
組
の
ク
ラ
ス

ご
と
に
幹
事
を
選
出
。
幹
事
と
会
長
が
幹
事
会

を
構
成
し
て
、
開
催
時
期
、
場
所
選
定
、
案
内

文
の
作
成
・
印
刷
・
郵
送
を
担
当
。
会
当
日
の
運

営
は
ク
ラ
ス
順
に
し
、
そ
の
年
担
当
の
ク
ラ
ス

に
直
前
の
人
集
め
や
宴
会
内
容
を
任
せ
る
方
法

で
や
っ
て
き
た
。
こ
の
方
法
が
良
か
っ
た
の
だ

と
思
う
。
同
期
会
継
続
の
秘
訣
は
、
正
確
な
名

簿
の
作
成
・
管
理
と
、
各
人
が
労
を
厭
わ
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

た
だ
、
最
近
は
年
齢
的
に「
出
席
は
無
理
を

し
な
い
様
に
」と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
コ
ロ

ナ
禍
で
皮
肉
に
も「
開
催
は
無
理
を
し
な
い
」に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
誠
に
残
念
で
あ
る
が
、
諦

め
た
訳
で
は
な
い
。
皆
は
、
会
が
自
然
消
滅
す

る
ま
で
続
け
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
い
る
。　

　

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
数
多
く
の
社
会
活
動
が
自
粛
さ
れ
て

参
り
ま
し
た
。
亀
城
会
に
関
わ
る
皆
様
も
様
々

な
ご
苦
労
が
続
い
た
1
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
個
人
と
し
ま
し
て
も
、
昨
年
大
学
に
入
学
し

た
娘
の
入
学
式
中
止
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
中
心
に

よ
る
数
え
る
程
の
登
校
数
等
、
家
族
と
し
て
多
大

な
る
影
響
を
受
け
た
1
年
で
し
た
。

　

ま
た
、
我
々
65
期
と
し
て
も
、
毎
年
継
続
し
て

参
り
ま
し
た
同
期
会
を
昨
年
初
め
て
中
止
致
し
ま

し
た
。
同
期
の
活
躍
を
知
る
数
少
な
い
場
で
す

が
、
致
し
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
そ
れ
も
よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
の
供
給

が
始
ま
り
徐
々
に
回
復
の
兆
し
が
見
え
て
参
り

ま
し
た
。

　

1
日
も
早
く
生
活
が
元
に
戻
る
事
を
切
に
願

い
ま
す
。
そ
し
て
、
年
末
に
は
2
年
分
の
想
い

を
込
め
た
同
期
会
が
開
催
出
来
る
事
を
祈
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
年
末
は

2
年
分
の
想
い
を
込
め
た

同
期
会
を
！

（65回）

山
科  

範
泰

第31・33・34・43・44・45
53・54・62・65回

　

還
暦
を
機
に
ス
タ
ー
ト
し
た
45
卒
東
京
同
期

会
。
い
よ
い
よ
今
年
、
わ
れ
ら
同
期
の
仲
間
は

古
希
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
毎
年
秋
の

新
宿
に
集
い
、
共
に
過
ご
し
た
青
春
の
日
々
の

思
い
出
を
語
ら
い
あ
っ
た
会
も
、
昨
年
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
中
止
の
や
む
な
き
に
至
り
第
8
回

を
も
っ
て
足
踏
み
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
広
く
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
P
C
R
検
査

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
く
普
段
の
生

活
を
取
り
戻
し
、
秋
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
第
9

回
の
同
期
会
が
開
催
で
き
て
、
皆
さ
ん
と
銘
酒

「
初
孫
」を
飲
み
交
わ
し「
白
熱
の
気
」を
歌
い
元

気
に
エ
ー
ル
を
交
換
で
き
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
未
だ
に
先
行
き
不
透
明
で
あ
る
こ
と
か

ら
同
期
会
を
開
催
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
暫

く
状
況
を
見
た
上
で
、
改
め
て
メ
ー
ル
や
ハ
ガ

キ
等
で
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

２
０
２
１
年
、

再
会
を
願
っ
て
い
ま
す…

（45回）

佐
藤  

和
男

　

私
た
ち
54
回
卒
の
同
期
会
は「
梧
葉
会
」と

い
う
。
朱
子
の
漢
詩「
少
年
老
い
易
く
学
成
り

難
し　

一
寸
の
光
陰
軽
ん
ず
べ
か
ら
ず　

未
だ

覚
め
ず
池
塘
春
草
の
夢　

階
前
の
梧
葉
巳
に
秋

声
」に
因
み
、
国
語
の
教
師
と
な
っ
た
同
期
生

が
命
名
し
た
。
こ
の
詩
の
通
り
あ
っ
と
い
う
間

に
昨
年（
２
０
２
０
年
）還
暦
を
迎
え
て
し
ま
っ

た
が
、
２
０
１
３
年
に
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
決
ま
っ
て
か
ら
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
と
も
に
還
暦
祝
い
の
同
期
会
を
し
ま
し
ょ

う
」と
い
う
の
が
私
た
ち
の
お
約
束
だ
っ
た
。

ず
っ
と
楽
し
み
に
し
て
い
た
が
、
今
年
も
お
そ

ら
く
延
期
と
な
る
だ
ろ
う
。
お
預
け
を
食
っ
た

形
だ
が
、
な
ん
だ
か
還
暦
一
歩
手
前
で
時
が
止

ま
っ
た
よ
う
な
気
も
す
る
。「
耳
順
」も
出
来
ず

還
暦
の
実
感
な
ど
わ
か
な
い
私
た
ち
は
、
還
暦

祝
い
の
同
期
会
を
楽
し
み
に
し
つ
つ
、
池
塘
春

草
の
夢
を
も
う
少
し
見
て
い
よ
う
。
人
生
１
０

０
年
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
再
会
を

楽
し
み
に
！！！

　
梧
葉
会

延
び
延
び
の
還
暦
祝
い

（54回）

岡
崎  

理
香

遠
く
を
見
な
が
ら
、

足
元
を
盤
石
に

（44回）

高
田  

遵
湖

コ
ロ
ナ
禍
を
越
え
て

ま
た
会
い
ま
し
ょ
う

（43回）

信
夫  

優
子

出
な
ど
で
、
活
動
は
全
面
自
粛
で
現
在
に
至
り

ま
す
。
皆
で
大
騒
ぎ
し
て
二
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ

で
合
唱
し
た
の
が
ま
る
で
夢
の
よ
う
。
昨
年
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
53
の
会
」を
２
度
開
催
し
連
絡
を

保
つ
よ
う
に
は
し
て
い
ま
す
が
、
や
は
り「
皆
で

ワ
イ
ワ
イ
」や
り
た
い
と
の
思
い
が
つ
の
り
ま

す
。

　

今
は
と
に
か
く
辛
抱
！
ま
た
元
気
に
再
会

出
来
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
ま
す
。

ご
安
全
に
！　

－第41号－　1617　－第41号－



特
定
自
主
検
査
認
定
工
場
・
東
北
陸
運
局
指
定
民
間
車
検
場

〒
九
九
八‒

〇
八
三
二

　
山
形
県
酒
田
市
両
羽
町
九‒

四

　
　
　
　
電
話 

〇
二
三
四‒

二
二‒

九
四
三
三

（
平
成
八
年
卒
）

代
表
取
締
役
社
長  

加
藤　

成

修
理
は
な
ん
で
も
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い

乗
用
車
か
ら
建
設
機
械
ま
で

太
洋
自
動
車
工
業
株
式
会
社

以下のとおり、①から④の事業を実施した。

❶ 会報発行　
　 令和２年６月１０日に第４０号を発行。オールカラー、2４ページ。

❷ 総会・懇親会開催
　 令和２年　６月2７日（土）　書面開催
　 懇親会は中止

❸ 母校創立１００周年記念事業
　 ・コミュニティ新聞（庄内地方の無料配布タウン誌）の県立酒田東高等
　　学校創立100周年おめでとう企画に賛同して、広告を掲載。

　 ・記念品について選定を実施。

❹ 理事会、会務執行理事会等
　 ・理事会
　　令和２年4月２８日　書面開催

　 ・会務執行理事会
　　令和２年９月２６日　１２月１２日
　　令和３年２月１３日　  ３月２７日
　　

　 ・会計監査（令和元年度分）　
　　令和２年４月２１日　書面開催 ▲自然農法で栽培した野菜

　「まえむき。FARM＆SHOP」で通販可

▲昨年友人に手伝ってもらって
　ビニールハウスを建てた

▲開墾前の農地
　4～5年ほど放棄されていた元果樹園を開墾した

▲同じ時期に借りた農地
　作業しているのは和島さんの妻

遊
佐
町 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　  

和
島  

経
輔 

（
73
回
）

　

遊
佐
町
は
移
住
す
る
ま
で
ほ
ぼ
来
た
こ
と

の
な
い
町
で
し
た
が
、
海
あ
り
山
あ
り
川
も

そ
ば
。
住
ん
で
る
人
た
ち
も
い
い
人
ば
か
り

だ
し
、
道
を
歩
け
ば
山
菜
も
い
っ
ぱ
い
生
え
て

い
る
し
。
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
暇
し
ま
せ
ん
。

遊
ぶ
の
に
は
最
高
の
場
所
で
す
ね
。

　

移
住
し
て
か
ら
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
業
務
の
か
た
わ
ら
、
3
年
と
い
う
協
力
隊

の
任
期
終
了
後
を
見
据
え
て
、
町
に
あ
る
耕

作
放
棄
地
を
探
し
て
一
か
ら
自
分
た
ち
で
開

墾
す
る
な
ど
、
就
農
の
準
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
現
在
は
全
国
各
地
の
伝
統
・
在
来
野

菜
と
固
定
種
の
野
菜
を
、
ほ
ぼ
自
然
栽
培（
無

農
薬
、
無
化
学
肥
料
、
鶏
糞
牛
糞
な
ど
の
動

物
性
堆
肥
も
不
使
用
）で
年
間
約
１
４
０
種

ぐ
ら
い
栽
培
し
、
個
人
の
お
客
様
に
直
販
す

る
と
い
う
仕
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す（「
ま
え

む
き
。
F
A
R
M
&
S
H
O
P
」で
検
索
し

て
み
て
く
だ
さ
い
）。

　

種
や
育
て
方
の
お
か
げ
な
の
か
、
お
客
様

か
ら
は「
味
が

濃
い
」と
好
評

を
い
た
だ
き
ご

購
入
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

他
に
も
そ

れ
ま
で
の
仕

事
の
経
験
を

生
か
し
、
各
種
デ
ザ
イ
ン
業
務
や
、
町
か

ら
移
住
定
住
関
係
の
委
託
を
受
け
移
住
者

向
け
の
企
画
作
業
を
行
っ
た
り
、
最
近
は

6
次
産
業
化
を
販
売
か
ら
支
援
す
る
組
織

を
作
っ
た
り
な
ど
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
楽
し

く
仕
事
を
作
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

あ
と
は
、
最
近
よ
う
や
く
子
供
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
移
住
す
る
前
は
仕
事
が
忙
し
く
不

規
則
す
ぎ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考

え
る
時
間
的
な
余
裕
が
無
か
っ
た
の
で
、
子

供
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
移
住
と
い

う
選
択
を
し
た
か
ら
こ
そ
だ
っ
た
ろ
う
な
ぁ

と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
移
住
す
る
前
の
仕
事
は
好
き

だ
っ
た
し
、
や
り
が
い
も
楽
し
み
も
仕
事
仲

間
に
も
恵
ま
れ
て
幸
せ
な
生
活
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
今
の
子
供

と
一
緒
に
過
ご
す
時

間
を
多
く
取
れ
る
と

い
う
生
活
も
と
て
も

幸
せ
で
す
ね
。
と
考

え
る
と
、
移
住
し
て

良
か
っ
た
な
ぁ
と
し

み
じ
み
思
い
ま
す
。

U
タ
ー
ン
奮
闘
記

首
都
圏
で
暮
ら
し
、
働
い
た
か
ら
こ
そ
、

故
郷
で
活
か
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
う
だ
！ 

Ｕ
タ
ー
ン
し
よ
う
―
。

お
知
ら
せ

令和2年度事業報告

令和３年度事業計画案

令和3年度は、以下のとおり、①から⑨の事業を実施する予定。
ただし、集会を伴う事業については、新型コロナウイルス感染
症の状況によって、延期・中止等の可能性がある。

❶ 会報発行　
　 令和３年６月に第４１号を発行。オールカラー、2０ページ。

❷ 総会開催
　 令和３年6月2６日（土）　書面開催
　 懇親会は開催しない。

❸ 懇親会に代わるイベント
 　・講演会&トークショーを企画し、新型コロナウイルス感染症の状況
　　を見ながら実施方法を判断する。

❹ 母校創立１００周年記念事業
　 ・酒田東高に記念品として、体育館ステージ用バック幕（「愛あり仁あ
　　る人とならん」等の刺繍入り）と体育館ステージ用大型電動スクリー
　　ンを贈呈。

❺ 酒田東高校東京キャリア研修の支援
　 ・開催されて母校から依頼があれば講師を派遣する予定。

❻ 母校同窓会への参加
　 ・開催されれば代表を派遣する予定。

❼ 他校同窓会等との交流
　 ・開催されれば代表を派遣する予定。

❽ 理事会、会務執行理事会等
　 ・理事会
　　令和３年4月1０日　７月１０日　１２月１１日

　 ・会務執行理事会
　　令和３年４月1０日　6月１２日　７月１０日　
　　　　　１１月２７日　１２月１１日
　　令和４年2月1９日　3月2６日

　・会計監査（令和２年度分）令和３年４月８日

❾ その他
　 事務所の所在地を元木徹法律事務所から事務局長の住所に
　 変更する。

令和２年度決算・令和３年度予算案

○会　長　　元木　 徹 42回

○副会長　　金井 敏明41回　丸市 豊也45回　髙橋 常昭46回
 阿部 浩美54回　白畑　 優60回

○監　事　　菅原 幸夫42回　信夫 優子43回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上、全員留任

役員案（会長、副会長、監事）

Ⅰ　一般会計の部 単位：円

単位：円Ⅱ　母校創立百周年支援積立金特別会計の部

収入

支出

前年度繰越金

年会費

総会参加費

各種会合費

会運営賛助金

寄附金

利息・雑収入

広告掲載料

収　入　小　計

収　入　合　計

2,057,340

860,000

0

90,000

300,000

0

30,000

1,000,000

2,280,000

4,337,340

2,832,604

800,000

0

45,000

300,000

0

30,000

800,000

1,975,000

4,807,604

15,000

90,000

164,000

117,000

60,000

120,000

1,200,000

70,000

80,000

230,000

150,000

70,000

50,000

2,416,000

1,921,340

30,000

45,000

100,000

60,000

60,000

120,000

1,100,000

70,000

750,000

260,000

100,000

80,000

50,000

2,825,000

1,982,604

2,057,340

771,000

0

0

449,000

0

124,012

990,000

2,334,012

4,391,352

77,618※1

0

14,000

27,612

0

0

1,122,874

8,428

0

232,468

0

75,748

0

1,558,748

2,832,604

会議費

各種会合費

渉外費（他団体交流費）

総会運営費

同期会発足支援費

母校支援委員会活動費

会報制作発送費

ホームページ運用費

イベント開催費

事務諸経費

旅費・交通費

振込手数料

予備費

支　出　合　計

次年度繰越金

令和2年度予算 令和2年度決算 令和3年度予算

収入

支出
差引

前年度繰越金
寄付金収入
利息

次年度繰越金
残金※2

4,223,857
0
40

33,000
4,190,897

4,190,897
0
0

3,872,000

318,897

令和２年度決算 令和３年度予算

酒
田
出
身
の
和
島
さ
ん
は
、

２
０
１
７
年
に
東
京
か
ら
遊
佐
町
に
移
住
。

「
デ
ザ
イ
ナ
ー
」か
ら「
農
家
」へ
。

１
８
０
度
変
わ
っ
た
今
の
生
活
は
？

　
高
校
在
学
時
に
初
め
て
キ
ー
ス
・
ヘ
リ
ン
グ

の
P
O
P
A
R
T
に
触
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
と
は
ほ
ぼ
逆
の
方
向

に
進
路
を
と
り
、
美
大
を
受
験
し
ま
し
た
。

一
浪
し
て
多
摩
美
術
大
学
に
合
格
し
、
卒
業

後
は
都
内
の
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
勤
務
し
て

い
ま
し
た
。
結
婚
を
機
に
移
住
を
考
え
る
よ

う
に
な
り
、
カ
ツ
オ
が
好
き
だ
か
ら
高
知
が

い
い
か
な
と
か
、
暖
か
い
と
こ
ろ
が
い
い
か

ら
宮
崎
と
か
も
い
い
か
な
と
か
、
様
々
移
住

先
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
た
ま
た
ま
見

つ
け
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
い
う
働
き
方

の
中
で
、
実
家
の
あ
る
酒
田
市
の
お
隣
の
遊

佐
町
が
た
ま
た
ま
情
報
発
信
担
当
と
い
う
業

務
を
募
集
し
て
い
た
こ
と
が
決
め
手
と
な

り
、
約
20
年
の
東
京
生
活
を
卒
業
し
移
住
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

新型コロナウイルス感染症防止の観点から駒込学生会館を借りる
ことができなかったため、一般の貸会議室を借りて開催。3密を
避けるため、Zoomを活用したweb会議とリアル会場を併用した
ハイブリッドで開催。

※1　コロナ禍によって、従来安価に利用させて頂いていたやまがた育英会駒
込学生会館会議室の貸出が中止となり一般の貸会議室を利用したこと及び
web会議用機材を購入したことにより、支出が増大。

※2　残金は新たに「東京亀城会周年行事特別会計」を設けてそこに繰入する。
東京亀城会周年行事特別会計は、東京亀城会の周年行事に係る費用の積立・
支出を行う。

コロナ禍での広告ご支援のお礼
　昨年3月頃から本格化したコロナの影響により地元企業の皆さまにお
かれましては様々なご苦労をされている中で、東京亀城会会報をご支
援くださり心より感謝申し上げます。また長年ご支援をくださるＯＢの皆
さまにも熱い感謝の気持ちでいっぱいです。紙面をもって心より御礼申
し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　   広告担当　白畑・橋本・菊池
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